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１．住民アンケート調査の概要・まとめ

２．集計結果（抜粋） p.9-

p.1-



住民アンケート調査の概要

本調査は、東日本大震災時の地震・津波避難について、岩手県・宮城県・福島県内の津波浸水地域を含む
27市町の居住者に対して、訪問留置方式でアンケートを実施したものである。

本資料は、調査協力を依頼した13,646人のうち、回答のあった11,400人を対象として分析・集計を行ったも
のである。その属性は以下のとおり。
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東日本大震災が発生した時にいた場所性別 東日本大震災発生当時の年齢

男性
41.4%

女性
58.6%

10歳代
0.6%

20歳代
2.9%

30歳代
7.7%

40歳代
12.2%

50歳代
18.8%60歳代

27.1%

70歳代
30.7%

岩手県
23.4%

宮城県
62.2%

福島県
14.4%



住民アンケート調査の概要

 各設問から得られた結果を「I. 地震発生直後の意識・行動」、「II. 避難のきっかけ」、「III. 避難行動」、
「IV-i. 東日本大震災前の意識， IV-ii. 東日本大震災後の意識」の4つに区分し、結果をとりまとめた。
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Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

Ⅰ.
地震発生直後の意識・行動
津波到達
危険行動

地震発生～避難行動、東日本大震災前後の意識

○ ○

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

p.4

p.5

p.6

p.7

p.8

Ⅳ-ⅰ.東日本大震災前の意識
Ⅳ-ⅱ.東日本大震災後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

①避難意識

②情報伝達

③避難場所

④事前準備

⑤防災教育



住民アンケート調査のまとめ（1/5）

【①避難意識】
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①
避難意識

Ⅰ.地震発生直後の意識・行動
• 地震発生直後に津波の到達を意識した人は、6割弱であった。
• 地震直後の行動として、地震に関する情報を得ようとした人は約5割、津波に関する情報を得ようとした人は4割
強であった。

• 地震発生直後に津波の到達を意識している人ほど、揺れが収まってから避難行動を開始するまでの時間が短い。

Ⅱ.避難のきっかけ
• 地震当日中に津波から避難した人は約8割であった。
• 避難のきっかけは、揺れ具合の判断によるものが5割弱であった。大津波警報によるものと周囲からの呼び掛け
によるものがそれぞれ3割弱であった。

• 揺れている最中もしくは収まった直後に建物から出た人の7割弱がそのまま津波からの避難をしている。
• 避難しようと思ったができなかった人のうち、気付いた時にすでに津波が迫っていたのは約6割であった。
• 避難しなかった理由は、「過去の地震でも大きな津波が来なかった」が約2割、「大津波警報が発表されたのを知
らなかった」が2割弱であった。

住民アンケート調査の結果



住民アンケート調査のまとめ（2/5）

【②情報伝達】
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②
情報伝達

Ⅱ.避難のきっかけ
• 大津波警報を見聞きした人は約6割であった。
• 見聞きした人の5割強が防災行政無線経由。また、見聞きした人の約5割が地震後おおよそ10分以内に把握。
• 大津波警報を見聞きして「必ず津波が来る」と思った人は3割強、「大きな津波が来るかもしれない」と思った人は4
割弱であった。

• 市町村からの避難の呼びかけを見聞きした人は約5割であった。
• 見聞きした人のうち、市町村の防災行政無線から見聞きしたのは7割弱であった。

• 大津波警報や市町村による避難の呼びかけによって、津波を意識する人は増加した。しかし「津波が必ず来る」と
いう意識につながった訳ではない。

• 周囲の人と「津波が来る」という話を聞いた人は約5割、周囲に話をした人は4割強。「避難した方がよい」という話
を聞いた人は約4割、周囲に話をした人は約4割であった。

• 周囲の人たちの話を見聞きして、津波を意識する人は増加した。しかし「津波が必ず来る」という意識につながっ
た訳ではない。

• 話を聞いた人数が増えるほど、「津波が必ず来る」「避難しなければ危険だと思った」という意識は高まる。

住民アンケート調査の結果



住民アンケート調査のまとめ（3/5）

【③避難場所】
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③
避難場所

Ⅲ.避難行動
• 市町村が指定した避難場所（公民館や学校など）、高台に避難しようとした人はそれぞれ4割弱であった。
• 最初に避難した場所に津波が迫ってきたことを確認した人は4割弱であった。
• 津波に巻き込まれた人のうち、避難先で津波に巻き込まれた人は1割強であった。
• 二次避難した人は避難した人の約4割であった。

住民アンケート調査の結果



住民アンケート調査のまとめ（4/5）

【④事前準備】
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④
事前準備

Ⅰ.地震発生直後の意識・行動
• 地震～津波到達までの間に、家族や知人等の安否確認を試みた人は7割強、様子見・お迎えをした人は約5割で
あった。

• 地震発生時に職場にいた人は、そうでない人に比べて避難の呼びかけや誘導をした人の比率が高い。

また、勤務先で物的被害状況の確認指示や仕事の継続指示を受けた人は、そうでない人に比べて避難した比率
が低い。

Ⅲ.避難行動
• 当日の夕方までに浸水地域に戻った人は1割強であった。
• 避難場所への移動手段として、車の利用が5割強、徒歩での避難が4割強であった。

• 避難時に、災害時要援護者（自力歩行困難者）が同行していた人の方が、揺れが収まってから避難開始までの時
間が短かった。

• 災害時要援護者（自力歩行困難者）の同行の有無と車利用には関係は見られない。

Ⅳ-ⅱ.東日本大震災後の意識
• 今後の津波対策に関して過半数の人が行政に期待することは、情報伝達が7割強、東日本大震災の記録の後世
への伝承が7割弱、短時間かつ安全に避難できる場所の整備が約6割であった。

住民アンケート調査の結果



住民アンケート調査のまとめ（5/5）

【⑤防災教育】
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⑤
防災教育

Ⅳ-ⅰ.東日本大震災前の意識
• 東日本大震災以前に大きな揺れが起きたらすぐに避難すると決めていた人は約4割であった。
一方、東日本大震災以前に地震・津波への備えを何もしていなかった人は約3割であった。

• 東日本大震災以前に地区で津波防災の取組を実施していなかったと答えた人は4割弱であった。
• 東日本大震災以前の地震・津波の体験や当時の教訓を知らなかった人は4割強であった。

Ⅳ-ⅱ.東日本大震災前後の意識
• 東日本大震災以前に地震・津波の備えをしていなかった人は、地震直後に「避難しなくても大丈夫だと思った」人
の比率が高い。

• 過去の体験・教訓を知らなかった人は、そうでない人に比べて、揺れている間やその直後に「どうしていいかわか
らなかった」と感じた人の比率が高い。

• 過去の体験・教訓を知らなかった人は、そうでない人に比べて、避難開始・完了が遅い。
• 東日本大震災を受けて、「これほど津波が強い威力だとは思っていなかった」と感じた人が7割強、「これほど津波
が高いとは思わなかった」と感じた人が約7割であった。

• 東日本大震災を踏まえた教訓として、家族と避難について話し合うことが7割弱、揺れたらすぐに避難することが5
割強、警報解除まで自宅に戻るなどしないこと・過去の記憶・教訓を後世に語り継ぐことが5割弱であった。

住民アンケート調査の結果
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１．住民アンケート調査の概要・まとめ

２．集計結果（抜粋） p.9-

p.1-
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①避難意識



38.0 

26.8 

18.5 

29.2 

26.7 

26.8 

16.0 

14.7 

11.4 

15.4 

30.9 

42.0 

1.4 

0.8 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

岩手県（N=2,623)

宮城県（N=6,947)

福島県（N=1,592)

1. 津波が必ず来る 2. 津波が来るかもしれない 3. 津波は来ないだろう

4. 津波のことはほとんど考えなかった 5. 覚えていない・わからない

28.2 27.3 14.5 28.9 1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=11,162）

1. 津波が必ず来る 2. 津波が来るかもしれない

3. 津波は来ないだろう 4. 津波のことはほとんど考えなかった

5. 覚えていない・わからない

【①避難意識】

地震発生直後の津波到達に対する意識

地震発生直後に津波の到達を意識した人は、6割弱であった。

 岩手県では7割弱、宮城県では5割強、福島県では5割弱が地震発生直後に津波の到達を意識している。
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【問5】あなたは地震で揺れている間やその直後に（次の行動を起こすまでの間に）、あ

なたのいらっしゃった場所（建物の場合はその階）に津波が来るとお思いになりま
したか。（○は１つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【問5】あなたは地震で揺れている間やその直後に（次の行動を起こすまでの間に）、あ

なたのいらっしゃった場所（建物の場合はその階）に津波が来るとお思いになりま
したか。（○は１つ）

×

【問1】東日本大震災が発生したとき（平成23年3月11日14時46分ごろ）、あなたはどち

らにいらっしゃいましたか。いた場所の種類を１つ選んでください。また、その場
所の住所を市町村町丁目まで教えてください。＜住所＞

※

※無回答の数を除いているため、母数は11,400とはならない場合がある。（以下同じ）



1.3 

5.8 

20.0 

41.3 

24.0 

23.2 

52.9 

28.2 

1.8 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: Q-S
（N=9,237)

segment: S
（N=2,725)

1.津波が必ず来る 2.津波が来るかもしれない

3.津波は来ないだろう 4.津波のことはほとんど考えなかった

5.覚えていない・わからない

【①避難意識】

（参考）Webアンケート結果より抜粋

地震発生直後に津波の到達を意識した人は、浸水想定域もしくは実浸水域(segment:S)では5割弱、それ
以外の地域(segment:Q-S)では約2割であった。
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【問13】地震の直後に、あなたのいた場所に津波が来ると思いましたか。

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



35.9 

31.3 

29.0 

26.1 

25.7 

36.3 

36.2 

35.2 

31.6 

25.7 

13.6 

20.0 

25.3 

28.4 

22.9 

0.7 

0.7 

0.4 

1.0 

0.0 

0.2 

0.1 

0.4 

0.4 

9.5 

13.3 

11.8 

9.6 

12.6 

16.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 津波が必ず来る（N=2,992)

2. 津波が来るかもしれない（N=2,952)

3. 津波は来ないだろう（N=1,587)

4. 津波のことはほとんど考えなかった（N=3,126)

5. 覚えていない・わからない（N=105)

1. 揺れている最中に飛び出した 2. 揺れが収まってからすぐに外に出た

3. 揺れを感じたが、すぐに外に出ず建物の中にとどまった 4. 揺れを感じなかったので、その場にとどまった

5. 覚えていない・わからない 6. 地震が起きた時に建物の中にいなかった

【①避難意識】

地震発生直後の津波到達に対する意識と直後避難の関係

地震発生直後に津波の到達を意識している人ほど、すぐに外へ出ている。
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【問5】あなたは地震で揺れている間やその直後に（次の行動を起こすまでの間に）、あ

なたのいらっしゃった場所（建物の場合はその階）に津波が来るとお思いになりました
か。（○は１つ）

×

【問6】 あなたは地震で揺れている間やその直後に、建物の外に出られましたか（他の
行動を起こす前に、外に出られましたか）。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



30.4 

48.2 

42.9 

19.3 

4.0 

1.3 

3.2 

0.6 

0.4 

16.4 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 火の始末をした

2. 地震に関する情報を得ようとした

3. 津波に関する情報を得ようとした

4. 散らばったものなどの後片付けをした

5. 海や川の様子を見に行った

6. 船の様子を見に行った

7. 海沿い・川沿いに置いてあった車を安全

な場所に移そうとした

8. 船を沖出し・陸揚げしようとした

9. 津波ハザードマップを確認した

10. 上記のどれもしなかった

11. 覚えていない・わからない

（N=10,832）

【①避難意識】

直後行動

地震直後の行動として、地震に関する情報を得ようとした人は約5割、津波に関する情報を得ようとした人は
4割強であった。
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【問7】津波が押し寄せてくるまでの間に、どのようなことをなさいましたか。次の中から
お選びください。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



10.3 

60.2 

24.0 

6.9 

1.5 

0.3 

0.2 

0.6 

1.3 

33.6 

12.0 

60.5 

34.4 

4.9 

3.5 

0.8 

0.3 

1.7 

1.8 

31.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.火の始末をした

2.地震に関する情報を得ようとした

3.津波に関する情報を得ようとした

4.散らばったものなどの後片付けをした

5.海や川の様子を見に行った

6.船の様子を見に行った

7.船を沖出し・陸揚げしようとした

8.海沿い・川沿いに置いてあった

車を安全な場所に移そうとした

9.津波ハザードマップを確認した

10.上記のどれもしなかった

segment: Q
（N=11,962)

segment: S
（N=2,725)

【①避難意識】

（参考）Webアンケート結果より抜粋

地震直後の行動として、地震に関する情報を得ようとした人は約6割、津波に関する情報を得ようとした人は
2割強～3割強であった。
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【問15】あなたは地震の直後に、次のようなことをしましたか。[複数選択可]

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



36.3 

34.1 

25.5 

23.4 

21.5 

46.6 

52.7 

53.9 

43.4 

29.0 

56.6 

52.6 

43.3 

20.6 

20.6 

9.7 

18.9 

25.4 

26.7 

8.4 

6.4 

4.5 

3.4 

1.6 

4.7 

2.7 

1.2 

0.6 

0.4 

0.0 

6.2 

3.5 

1.4 

1.1 

0.9 

1.3 

0.5 

0.2 

0.1 

0.9 

0.8 

0.4 

0.1 

0.1 

0.0 

12.3 

12.1 

15.2 

24.9 

25.2 

2.3 

2.0 

2.5 

2.8 

19.6 

0% 20% 40% 60%

1. 津波が必ず来る（N=2,984)

2. 津波が来るかもしれない

（N=2,926)

3. 津波は来ないだろう（N=1,570)

4. 津波のことはほとんど考えなかっ

た（N=3,051)

5. 覚えていない・わからない

（N=107)

1. 火の始末をした 2. 地震に関する情報を得ようとした

3. 津波に関する情報を得ようとした 4. 散らばったものなどの後片付けをした

5. 海や川の様子を見に行った 6. 船の様子を見に行った

7. 海沿い・川沿いに置いてあった車を安全な場所に移そうとした 8. 船を沖出し・陸揚げしようとした

9. 津波ハザードマップを確認した 10. 上記のどれもしなかった

11. 覚えていない・わからない

【①避難意識】

地震発生直後の津波到達に対する意識と直後行動の関係

地震発生直後に津波の到達を意識した人の5割強～6割弱が津波に関する情報収集を試みている。

地震発生直後に「津波は来ないだろう」「津波のことはほとんど考えなかった」と感じた人は、津波の到達を
意識した人に比べて、後片付けをしている割合が高い。
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【問5】あなたは地震で揺れている間やその直後に（次の行動を起こすまでの間に）、あ

なたのいらっしゃった場所（建物の場合はその階）に津波が来るとお思いになりました
か。（○は１つ）

×

【問7】 津波が押し寄せてくるまでの間に、どのようなことをなさいましたか。次の中から
お選びください。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



32.8 

21.5 

13.8 

13.2 

16.7 

26.9 

26.8 

21.9 

18.9 

22.2 

25.2 

28.5 

21.6 

26.6 

27.8 

10.6 

15.4 

27.2 

24.4 

16.7 

4.6 

7.8 

15.5 

16.9 

16.7 

2.0 

1.3 

2.0 

2.8 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 津波が必ず来る（N=1,664)

2. 津波が来るかもしれない

（N=1,464)

3. 津波は来ないだろう（N=607)

4. 津波のことはほとんど考えな

かった（N=1,041)

5. 覚えていない・わからない

（N=18)

5分以内 10分以内 20分以内 30分以内 30分超過 覚えていない・わからない

【①避難意識】

地震発生直後の津波到達に対する意識と避難行動の関係

地震発生直後に津波の到達を意識している人ほど、揺れが収まってから避難行動を開始するまでの時間
が短い。
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【問5】あなたは地震で揺れている間やその直後に（次の行動を起こすまでの間に）、あ

なたのいらっしゃった場所（建物の場合はその階）に津波が来るとお思いになりました
か。（○は１つ）

×

【問20-1-5】 最初に津波避難し始めたのは、地震の揺れが収まってから何分程度後で
したか。（○は１つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



1.6 

2.6 

2.8 

2.5 

3.5 

2.4 

2.5 

4.4 

2.7 

2.6 

1.5 

2.6 

3.9 

2.7 

3.5 

1.5 

1.3 

2.2 

1.6 

0.9 

1.0 

1.1 

1.9 

1.3 

2.6 

1.4 

2.0 

1.9 

2.1 

0.9 

0.3 

1.2 

0.4 

0.9 

0.9 

3.3 

3.6 

4.9 

3.9 

4.3 

18.7 

19.5 

22.8 

18.5 

16.5 

36.7 

30.5 

22.6 

21.9 

14.8 

13.5 

19.1 

21.9 

29.2 

16.5 

1.7 

2.0 

1.8 

2.1 

16.5 

0% 10% 20% 30% 40%

1. 津波が必ず来る（N=3,149)

2. 津波が来るかもしれない（N=3,050)

3. 津波は来ないだろう（N=1,624)

4. 津波のことはほとんど考えなかった

（N=3,224)

5. 覚えていない・わからない（N=115)

1. 足首のあたりまで浸かった 2. 膝のあたりまで浸かった
3. 腰のあたりまで浸かった 4. 津波に飲み込まれたが、何かにつかまって流されなかった
5. 津波に飲み込まれて、流された 6. 車で走っているときに車が津波に浸かった
7. 車に走っているときに車ごと流された 8. その他
9. 目の前まで津波が迫ったが、巻き込まれなかった 10. 安全なところから津波が来るのを見ていた
11. 内陸部にいたので、津波が来るのを見ていない 12. 覚えていない・わからない

【①避難意識】

地震発生直後の津波到達に対する意識と避難行動の関係

地震発生直後に「津波が必ず来る」と思った人のうち、4割弱が安全なところから津波を見ている（＝安全に
避難を完了している）。
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【問5】あなたは地震で揺れている間やその直後に（次の行動を起こすまでの間に）、あなたのいらっしゃった場所（建物の場合はその階）に津波が来るとお思いになりましたか。
（○は１つ） ×

【問23】 あなたは津波に巻き込まれましたか。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

岩手県岩手県・宮城県・福島県 計

1.0 

1.7 

3.3 

1.5 

5.6 

1.0 

2.0 

1.0 

2.0 

2.8 

0.5 

2.0 

1.7 

1.2 

5.6 

1.3 

1.4 

0.7 

1.5 

2.8 

0.7 

0.4 

1.7 

1.5 

2.8 

0.3 

0.5 

0.0 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

1.0 

0.0 

3.3 

2.6 

3.1 

3.0 

8.3 

21.6 

22.6 

26.7 

21.0 

5.6 

47.7 

41.9 

33.3 

35.1 

22.2 

5.6 

9.7 

16.9 

19.5 

0.0 

1.2 

2.5 

1.7 

3.7 

19.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 津波が必ず来る（N=996)

2. 津波が来るかもしれない

（N=766)

3. 津波は来ないだろう（N=420)

4. 津波のことはほとんど考えな

かった（N=405)

5. 覚えていない・わからない

（N=36)

1. 足首のあたりまで浸かった 2. 膝のあたりまで浸かった
3. 腰のあたりまで浸かった 4. 津波に飲み込まれたが、何かにつかまって流されなかった
5. 津波に飲み込まれて、流された 6. 車で走っているときに車が津波に浸かった
7. 車に走っているときに車ごと流された 8. その他
9. 目の前まで津波が迫ったが、巻き込まれなかった 10. 安全なところから津波が来るのを見ていた
11. 内陸部にいたので、津波が来るのを見ていない 12. 覚えていない・わからない



【①避難意識】

地震発生直後の津波到達に対する意識と避難行動の関係

地震発生直後に「津波が必ず来る」と思った人のうち、安全なところから津波を見ていた（＝安全に避難を完
了していた）人の比率は、岩手県では5割弱、宮城県・福島県では約3割であった。

地震発生直後に「津波が来るかもしれない」と思った人のうち、安全なところから津波を見ていた（＝安全に
避難を完了していた）人の比率は、岩手県では約4割、宮城県では3割弱、福島県では2割強であった。
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福島県宮城県

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

1.7 

2.8 

2.2 

1.8 

0.0 

1.4 

2.8 

6.6 

2.2 

0.0 

1.4 

1.4 

4.9 

1.3 

0.0 

0.3 

0.9 

1.1 

0.7 

0.0 

0.7 

0.7 

1.6 

0.3 

5.0 

4.1 

1.9 

1.6 

1.3 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

4.1 

3.7 

1.6 

0.9 

0.0 

10.9 

16.6 

18.1 

12.9 

10.0 

30.3 

22.5 

14.8 

16.9 

10.0 

27.6 

28.6 

32.4 

39.0 

30.0 

1.7 

1.9 

3.3 

2.5 

20.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 津波が必ず来る（N=294)

2. 津波が来るかもしれない

（N=427)

3. 津波は来ないだろう（N=182)

4. 津波のことはほとんど考えな

かった（N=669)

5. 覚えていない・わからない

（N=20)

1. 足首のあたりまで浸かった 2. 膝のあたりまで浸かった
3. 腰のあたりまで浸かった 4. 津波に飲み込まれたが、何かにつかまって流されなかった
5. 津波に飲み込まれて、流された 6. 車で走っているときに車が津波に浸かった
7. 車に走っているときに車ごと流された 8. その他
9. 目の前まで津波が迫ったが、巻き込まれなかった 10. 安全なところから津波が来るのを見ていた
11. 内陸部にいたので、津波が来るのを見ていない 12. 覚えていない・わからない

1.9 

2.9 

2.7 

2.9 

3.4 

3.3 

2.7 

5.4 

3.0 

3.4 

2.0 

3.1 

4.7 

3.3 

3.4 

1.8 

1.4 

2.9 

2.0 

0.0 

1.2 

1.5 

2.1 

1.6 

1.7 

1.6 

2.6 

2.7 

2.6 

1.7 

0.4 

1.9 

0.5 

0.9 

1.7 

3.2 

3.9 

6.3 

5.0 

3.4 

18.5 

19.0 

22.0 

19.8 

25.4 

31.8 

27.7 

19.6 

20.9 

11.9 

15.4 

20.8 

22.1 

28.0 

22.0 

1.9 

1.8 

1.6 

1.7 

13.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 津波が必ず来る（N=1,859)

2. 津波が来るかもしれない

（N=1,857)

3. 津波は来ないだろう（N=1,022)

4. 津波のことはほとんど考えな

かった（N=2,150)

5. 覚えていない・わからない

（N=59)

1. 足首のあたりまで浸かった 2. 膝のあたりまで浸かった
3. 腰のあたりまで浸かった 4. 津波に飲み込まれたが、何かにつかまって流されなかった
5. 津波に飲み込まれて、流された 6. 車で走っているときに車が津波に浸かった
7. 車に走っているときに車ごと流された 8. その他
9. 目の前まで津波が迫ったが、巻き込まれなかった 10. 安全なところから津波が来るのを見ていた
11. 内陸部にいたので、津波が来るのを見ていない 12. 覚えていない・わからない

【問5】あなたは地震で揺れている間やその直後に（次の行動を起こすまでの間に）、あなたのいらっしゃった場所（建物の場合はその階）に津波が来るとお思いになりましたか。
（○は１つ） ×

【問23】 あなたは津波に巻き込まれましたか。（○はいくつでも）



45.6 

7.4 

21.9 

27.0 

17.5 

5.8 

27.9 

15.1 

7.7 

6.8 

14.7 

16.8 

17.7 

7.0 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 揺れ具合から津波が来ると思った

2. 過去の大きな地震の際にも大きな津波が来たことを

思い出した

3. 家族が避難しようと言った

4. 周囲にいた人から避難するよう呼びかけられた

5. 市町村や消防、警察の人から避難するよう呼びかけられた

6. 職場・学校や、建物の管理者から指示が出た

7. 大津波警報を見聞きした

8. 予想される津波の高さが高かった

9. 津波が防潮堤を越えるかもしれないと思った

10. 海や川の水が引くなどの前兆を見た

11. 迫ってくる津波や土煙、水煙を直接見た

12. 周囲にいた人が避難しているのを見た

13. 「津波だ」「津波が来た」という声を聞いた

14. その他

15. 覚えていない・わからない

（N=7,471）

79.4 5.5 14.0 1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=10,726）

1. 避難した 2. 避難しようと思ったが、できなかった 3. 避難しなかった 4. 覚えていない・わからない

【①避難意識】

避難のきっかけ

地震当日中に津波から避難した人は約8割であった。

避難のきっかけは、揺れ具合の判断によるものが5割弱であった。
また、大津波警報によるものと周囲からの呼び掛けによるものがそれぞれ3割弱であった。
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【問20】あなたは地震当日の夕方までに津波から避難なさいましたか。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【問20-1-3】あなたが最初に避難なさったきっかけは何ですか。（○はいくつでも）



5.3 

19.0 

3.6 

5.7 

91.1 

75.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: Q-S
（N=9,237)

segment: S
（N=2,725)

1.避難した 2.避難しようと思ったが、できなかった 3.避難しなかった

【①避難意識】

（参考）Webアンケート結果より抜粋

地震当日中に避難したのは浸水想定域・実浸水域(segment:S)では2割強であり、
それ以外の地域(segment:Q-S)では約1割であった。

浸水想定域・実浸水域(segment:S)における避難のきっかけは、揺れ具合の判断によるものが3割弱であっ
た。大津波警報によるものが4割弱、周囲からの呼び掛けによるものが2割弱であった。
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【問22】地震当日中に津波から避難しましたか。

22.5 

11.4 

6.7 

19.7 

15.6 

20.7 

13.8 

8.1 

28.2 

33.3 

11.6 

18.7 

5.5 

1.0 

1.8 

5.5 

6.3 

27.4 

14.7 

10.0 

16.4 

18.7 

28.6 

22.0 

10.4 

31.5 

36.5 

13.7 

16.8 

7.5 

1.9 

3.1 

5.6 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.揺れ具合から津波が来ると思った

2.津波が防潮堤を越えるかもしれないと思った

3.過去の大きな地震の際にも大きな津波が来たことを思い出した

4.家族が避難しようと言った

5.周囲にいた人から避難するよう呼びかけられた

6.市区町村や消防、警察の人から避難するよう呼びかけられた

7.職場・学校や、建物の管理者から指示が出た

8.周囲にいた人が避難するのを見た

9.津波警報を見聞きした

10.大津波警報を見聞きした

11.予想される津波の高さが高かった

12.東北地方に津波が到達するのをテレビやラジオなどで見聞きした

13.海や川の水が引くなどの前兆を見た

14.「津波だ」「津波が来た」という声を聞いた

15.迫ってくる津波や土煙、水煙を直接見た

16.その他

17.覚えていない・わからない

segment: Q-S
（N=493)
segment: S
（N=518)

【問22-1】あなたが津波から避難したきっかけは何ですか。[複数選択可]

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



30.8 34.7 21.3 
0.7 

0.3 
12.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=10,950）

1. 揺れている最中に飛び出した

2. 揺れが収まってからすぐに外に出た

3. 揺れを感じたが、すぐに外に出ず建物の中にとどまった

4. 揺れを感じなかったので、その場にとどまった

5. 覚えていない・わからない

6. 地震が起きた時に建物の中にいなかった

【①避難意識】

地震発生直後の「そのまま避難」

地震で揺れている最中に建物から飛び出した人は約3割、揺れが収まった直後に外へ出た人は3割強で
あった。
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【問6】あなたは地震で揺れている間やその直後に、建物の外に出られましたか（他の行
動を起こす前に、外に出られましたか）。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



66.5 32.4 1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=6,490）

1. 避難した 2. 避難しなかった 3. 覚えていない・わからない

62.7 

14.8 

21.5 

3.8 

14.3 

13.8 

2.7 

11.0 

12.4 

10.8 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80%

1. 揺れで建物が壊れるかも

しれないと思った

2. 津波が怖かった

3. 家族や知人・友人などの安否を

確認しようと思った

4. 同僚・顧客などの安否を

確認しようと思った

5. 建物の被害状況を確認しようと思った

6. 近所の様子を見に行こうと思った

7. 海や川の様子を見に行こうと思った

8. 建物の外へ避難するように

指示された

9. 高い場所へ避難するように

指示された

10. その他

11. 覚えていない・わからない

（N=7,022）

【①避難意識】

地震発生直後の「そのまま避難」

揺れている最中もしくは収まった直後に建物から出た人の1割強は津波を意識している。

揺れている最中もしくは収まった直後に建物から出た人の7割弱が、そのまま津波からの避難をしている。
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【問6-1】あなたはなぜ建物の外に出られたのですか。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【問6-2】建物の外に出た後、あなたはそのまま津波からの避難をなさいましたか。（○
は１つ）



2.3 

3.0 

1.8 

2.7 

3.8 

3.5 

2.3 

3.9 

5.3 

1.1 

2.4 

0.0 

0.8 

2.2 

1.8 

1.6 

2.2 

3.5 

0.6 

1.1 

3.5 

3.7 

5.6 

3.5 

21.9 

27.0 

21.1 

42.8 

22.1 

14.0 

19.4 

28.3 

28.1 

2.5 

1.1 

19.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 避難した（N=3,598)

2. 避難しなかった（N=1,897)

3. 覚えていない・わからない（N=57)

1. 足首のあたりまで浸かった 2. 膝のあたりまで浸かった
3. 腰のあたりまで浸かった 4. 津波に飲み込まれたが、何かにつかまって流されなかった
5. 津波に飲み込まれて、流された 6. 車で走っているときに車が津波に浸かった
7. 車に走っているときに車ごと流された 8. その他
9. 目の前まで津波が迫ったが、巻き込まれなかった 10. 安全なところから津波が来るのを見ていた
11. 内陸部にいたので、津波が来るのを見ていない 12. 覚えていない・わからない

【①避難意識】

地震発生直後の「そのまま避難」

建物の外に出た後、そのまま津波からの避難を行った人の4割強が安全なところから津波が来るのを見て
いた（＝早く避難を完了している）。
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【問6-2】建物の外に出た後、あなたはそのまま津波からの避難をなさいましたか。（○
は１つ）

×

【問23】あなたは津波に巻き込まれましたか。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



22.2 

14.0 

10.7 

16.5 

17.3 

15.7 

17.6 

17.8 

19.7 

8.4 

13.0 

13.2 

2.5 

7.9 

7.9 

32.8 

29.9 

32.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

岩手県

（N=1,720)

宮城県

（N=4,435)

福島県

（N=884)

5分以内 10分以内 20分以内 30分以内 30分超過 覚えていない・わからない

15.6 16.9 18.0 11.9 6.6 31.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=7,039）

5分以内 10分以内 20分以内 30分以内 30分超過 覚えていない・わからない

【①避難意識】

避難開始までの時間

揺れが収まって30分以内に避難を開始しているのは約5割であった。

揺れが収まって10分以内に避難を開始した人の比率は、
岩手県で約4割、宮城県で約3割、福島県で3割弱であった。
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Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【問20-1-5】最初に津波避難し始めたのは、地震の揺れが収まってから何分程度後でしたか。（○は１つ）



7.1 

7.7 

6.6 

19.5 

61.7 

16.5 

11.8 

20.1 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%

1. 職場・学校や、建物の管理者から

指示が出なかった

2. 被害状況の点検をしていた

3. そのとき周囲にいた人たちを

避難させていた

4. 自分自身もしくは一緒にいた人が

自力で歩くのが困難だった

5. 気付いたときはすでに津波が

迫っていた

6. 迷っているうちに避難し損ねた

7. 後片付けなどをして避難し損ねた

8. その他

9. 覚えていない・わからない

（N=467）

【①避難意識】

避難できなかった理由

避難しようと思ったができなかった人のうち、気付いた時にすでに津波が迫っていたのは約6割であった。
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【問20-2】あなたが「避難しようと思ったができなかった」理由は何ですか。（○はいくつ
でも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



避難しようと思ってできなかった理由として、「職場・学校や、建物の管理者から指示が出なかった」と答えた
人が最も多く、3割強であった。
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【①避難意識】

（参考）Webアンケート結果より抜粋

【問22-2 】 あなたが避難しようと思ったができなかった理由は何ですか。
（いくつでも）

32.8 

13.9 

8.1 

12.3 

2.7 

16.6 

4.2 

23.2 

9.9 

33.5 

16.1 

8.4 

14.2 

2.6 

16.1 

1.3 

17.4 

13.5 

0% 10% 20% 30% 40%

1.職場・学校や、建物の管理者から指示が出なかった

2.被害状況の点検をしていた

3.そのとき周囲にいた人たちを避難させていた

4.自分自身もしくは一緒にいた人が自力で歩くのが困難

だった

5.気付いたときはすでに津波が迫っていた

6.迷っているうちに避難し損ねた

7.後片付けなどをして避難し損ねた

8.その他

9.覚えていない・わからない

segment: Q-S
（N=332)
segment: S
（N=155)

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



45.7 

14.1 

13.5 

21.5 

13.2 

2.5 

2.4 

4.9 

2.8 

7.4 

14.3 

4.7 

17.0 

3.8 

12.9 

19.6 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
1. そのとき標高の高い場所や海・

川から離れた場所などにいた

2. 揺れ具合からこの地域には津波が来ないと思った

3. この地域には防潮堤を越えるような

大きな津波は来ないと思った

4. 過去の地震でも大きな津波が来なかった

5. 今まで大津波警報が出ても大した津波は来なかった

6. 予想される津波の高さが低かった

7. 到達した津波の高さが低かった

8. 家族が避難しなくていいと言った

9. そのとき周囲にいた人たちが避難しなくていいと言った

10. そのとき周囲にいた人から避難の

呼びかけを聞かなかった

11. 市町村からの避難の呼びかけを聞かなかった

12. 職場・学校や、建物の管理者から指示が出なかった

13. 大津波警報が発表されたのを知らなかった

14. 海や川の水が引くなどの前兆を見なかった

15. そのとき周囲にいた人が避難していなかった

16. その他

17. 覚えていない・わからない

（N=1,267）

【①避難意識】

避難しなかった理由

避難しなかった理由は、「過去の地震でも大きな津波が来なかった」が約2割、「大津波警報が発表されたの
を知らなかった」が2割弱であった。
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【問20-3】あなたが「避難しなかった」理由は何ですか。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



避難しなかった理由として最も多いのは、「震源域（東北地方）から離れた場所にいた」が3割強であった。

避難しなかった理由は、「過去の地震でも大きな津波が来なかった」が約1割、
「大津波警報が発表されたのを知らなかった」が1割弱であった。
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【問22-3】あなたが避難しなかった理由は何ですか。[複数選択可]

21.7 

24.5 

17.5 

32.2 

9.0 

1.9 

1.5 

6.2 

12.7 

9.8 

11.2 

8.0 

5.4 

9.2 

6.3 

2.6 

5.4 

7.8 

17.4 

23.3 

18.8 

30.7 

9.6 

2.4 

2.0 

5.7 

10.3 

8.3 

11.5 

6.4 

6.9 

13.4 

9.7 

3.2 

7.5 

7.1 

0% 10% 20% 30% 40%

1.そのとき標高の高い場所や海・川から離れた場所な …

2.揺れ具合からこの地域には津波が来ないと思った

3.この地域には防潮堤を越えるような大きな津波は来…

4.震源域（東北地方）から離れた場所にいた

5.過去の地震でも大きな津波が来なかった

6.家族が避難しなくていいと言った

7.そのとき周囲にいた人たちが避難しなくていいと言った

8.そのとき周囲にいた人から避難の呼びかけを聞かな…

9.市区町村からの避難の呼びかけを聞かなかった

10.職場・学校や、建物の管理者から指示が出なかった

11.そのとき周囲にいた人が避難していなかった

12.大津波警報が発表されたのを知らなかった

13.今まで津波警報や大津波警報が出ても大した津波…

14.予想される津波の高さが低かった

15.到達した津波の高さが低かった

16.海や川の水が引くなどの前兆を見なかった

17.その他

18.覚えていない・わからない

segment: Q
（N=10,464)
segment: S
（N=2,052)

【①避難意識】

（参考）Webアンケート結果より抜粋

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験
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②情報伝達



61.1 29.1 9.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=10,819）

1. 見聞きした 2. 見聞きしなった 3. 覚えていない・わからない

【②情報伝達】

大津波警報の認知状況

大津波警報を見聞きした人は約6割であった。
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【問11】津波が押し寄せてくるまでの間に、あなたは大津波警報を見聞きなさいましたか。
（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



47.6 

53.8 

30.8 

28.3 

21.6 

17.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: Q-S
（N=292)

segment: S
（N=247)

1.見聞きした 2.見聞きしなかった 3.覚えていない・わからない

38.4 

51.3 

39.8 

26.9 

21.8 

21.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: Q-S
（N=4,664)

segment: S
（N=1,559)

1.見聞きした 2.見聞きしなかった 3.覚えていない・わからない

64.0 

71.2 

22.0 

15.5 

14.0 

13.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: Q-S
（N=1,031)

segment: S
（N=466)

1.見聞きした 2.見聞きしなかった 3.覚えていない・わからない

31.3 

48.1 

50.8 

34.7 

17.8 

17.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: Q-S
（N=986)

segment: S
（N=430)

1.見聞きした 2.見聞きしなかった 3.覚えていない・わからない

37.5 

60.9 

50.0 

17.4 

12.5 

21.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: Q-S
（N=40)

segment: S
（N=23)

1.見聞きした 2.見聞きしなかった 3.覚えていない・わからない

【②情報伝達】

（参考）Webアンケート結果より抜粋

自分のいた場所についての大津波警報を見聞きした人は約5割～約7割であった。
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【問18】 あなたがいた場所では大津波警報が発表されました（津波警報からの切替含む）。
津波が押し寄せてくるまでの間に、あなたがいた場所についての大津波警報を見聞きしましたか。

午後2時49分発表地域 午後3時14分発表地域 午後3時30分発表地域

午後4時8分発表地域 午後10時53分発表地域

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



53.6 

22.4 

5.8 

18.3 

18.5 

5.4 

0.1 

0.8 

0.0 

0.2 

1.9 

2.4 

7.5 

16.0 

1.4 

3.1 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1. 市町村の防災行政無線（屋外拡声機や戸別受信機）

2. 市町村・警察・消防の人や広報車

3. テレビ（カーテレビを除く）

4. ラジオ（カーラジオを除く）

5. カーテレビ、カーラジオ

6. ワンセグ放送（携帯電話など）

7. ウェ ブサイト（パソコンから閲覧）

8. ウェ ブサイト（携帯電話などから閲覧）

9. Twitter、Facebookなどのソーシャルメディア

（パソコンから閲覧）

10. Twitter、Facebookなどのソーシャルメディア

（携帯電話などから閲覧）

11. 市町村の防災行政無線の自動音声応答サービス

12. 家族や知人・友人からの電話、メール

13. 家族や知人・友人からの直接の口伝え

14. そのとき周囲にいた人から直接の口伝え

15. 施設等の館内放送

16. その他

17. 覚えていない・わからない

（N=6,163）

【②情報伝達】

大津波警報の認知状況

大津波警報を見聞きした人の5割強が市町村の防災行政無線から見聞きしている。

大津波警報を市町村の防災行政無線から見聞きした人の比率は、岩手県で約6割、宮城県で約5割、福島
県で約2割であった。
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【問11-2】津波が押し寄せてくるまでの間に、あなたは大津波警報をどこから見聞きなさ
いましたか。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

60.4

22.6

3.3

16.9

14.0

4.2

0.1

0.7

0.0

0.2

1.8

1.5

5.6

13.8

1.1

2.4

1.3

50.8

18.7

3.7

18.5

19.0

5.6

0.0

0.8

0.0

0.2

1.8

2.5

7.2

15.2

1.1

2.9

1.2

20.7

30.5

21.3

8.4

13.6

3.7

0.1

0.6

0.0

0.3

1.1

2.7

9.2

15.6

2.7

4.4

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1. 市町村の防災行政無線（屋外拡声機や戸別受信機）

2. 市町村・警察・消防の人や広報車

3. テレビ（カーテレビを除く）

4. ラジオ（カーラジオを除く）

5. カーテレビ、カーラジオ

6. ワンセグ放送（携帯電話など）

7. ウェブサイト（パソコンから閲覧）

8. ウェブサイト（携帯電話などから閲覧）

9. Twitter、Facebookなどのソーシャルメディア

（パソコンから閲覧）

10. Twitter、Facebookなどのソーシャルメディア

（携帯電話などから閲覧）

11. 市町村の防災行政無線の自動音声応答サービス

12. 家族や知人・友人からの電話、メール

13. 家族や知人・友人からの直接の口伝え

14. そのとき周囲にいた人から直接の口伝え

15. 施設等の館内放送

16. その他

17. 覚えていない・わからない

岩手県（N=1,640)

宮城県（N=4,270)

福島県（N=699)

【問11-2】津波が押し寄せてくるまでの間に、あなたは大津波警報をどこから見聞きなさ
いましたか。（○はいくつでも） （県別集計）



25.7 

7.7 

69.2 

12.2 

4.8 

5.1 

9.0 

2.4 

0.7 

0.5 

4.3 

0.2 

1.8 

1.6 

3.6 

1.2 

0.6 

40.5 

14.9 

64.0 

11.6 

4.4 

6.7 

8.8 

1.8 

0.7 

0.4 

4.2 

0.2 

1.6 

2.4 

5.3 

2.8 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.市区町村の防災行政無線（屋外拡声機や戸別受信機）

2.市区町村・警察・消防の人や広報車

3.テレビ

4.ラジオ

5.カーテレビ、カーラジオ、カーナビ

6.ワンセグ放送

7.ウェブサイト（パソコンから閲覧）

8.ウェブサイト（携帯電話などから閲覧）

9.Twitter、Facebookなどのソーシャルメディア …

10.Twitter、Facebookなどのソーシャルメディア …

11.携帯電話（通話、メール）

12.固定電話

13.家族から直接の口伝え

14.知人・友人から直接の口伝え

15.そのとき周囲にいた人から直接の口伝え

16.施設等の館内放送

17.その他

segment: Q-S
（N=2,913)
segment: S
（N=1,485)
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【問18-3】あなたは、大津波警報をどこから見聞きしましたか。[複数選択可]

大津波警報を見聞きした人のうち、市町村の防災行政無線から大津波警報を見聞きしたのは浸水想定域・
実浸水域(segment:S)では約4割、テレビから見聞きしたのは6割強であった。

【②情報伝達】

（参考）Webアンケート結果より抜粋

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



23.8 27.9 15.9 9.1 7.1 16.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=5,916）

1. 地震後、おおよそ5分以内 2. 地震後、おおよそ10分以内

3. 地震後、おおよそ20分以内 4. 地震後、おおよそ30分以内

5. 地震後、おおよそ30分以上経ってから 6. 覚えていない・わからない

【②情報伝達】

大津波警報の認知状況

大津波警報を見聞きした人の約5割が地震後おおよそ10分以内に見聞きしている。

地震後おおよそ10分以内に大津波警報を見聞きした人の比率は、岩手県で5割強、宮城県で4割強、福島
県で約4割であった。
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【問11-3】あなたは大津波警報をいつ見聞きなさいましたか。何回か見聞きなさった場
合は初めて見聞きなさったときのことをお答えください。（○は1つ） （県別集計）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

28.2

19.6

15.0

25.8

24.9

23.5

11.9

15.0

15.0

5.9

8.6

10.4

3.4

7.2

8.0

15.7

14.1

14.0

9.1

10.4

14.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

岩手県

（N=1,640)

宮城県

（N=4,270)

福島県

（N=699)

1. 地震後、おおよそ5分以内 2. 地震後、おおよそ10分以内 3. 地震後、おおよそ20分以内

4. 地震後、おおよそ30分以内 5. 地震後、おおよそ30分以上経ってから 6. 覚えていない・わからない

無回答

【問11-3】あなたは大津波警報をいつ見聞きなさいましたか。何回か見聞きなさった場
合は初めて見聞きなさったときのことをお答えください。（○は1つ）



18.9 36.4 26.2 5.8 12.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
（N=3,019）

1. 3メートル 2. 6メートル 3. 10メートル以上 4. その他 5. 覚えていない・わからない

50.9 

31.3 

21.8 

11.6 

6.9 

8.9 

11.6 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1. 予想される津波の高さ

2. 津波到達予想時刻

3. 観測された津波の高さ

4. 観測された津波の到達時刻

5. 上記選択肢1～4は
見聞きしなかった

6. その他

7. 内容は覚えていない

8. 何を言っているかは

分からなかった

（N=6,258）

【②情報伝達】

大津波警報で見聞きした内容

大津波警報を見聞きした人のうち、「予想される津波の高さ」を見聞きしたのは約5割であった。

大津波警報で予想される津波の高さを見聞きした人のうち、「最大で6メートル」と見聞きしたのは4割弱で
あった。

36

【問11-1】津波が押し寄せてくるまでの間に、あなたはどのような情報を見聞きなさいま
したか。次の中からお選びください。（○はいくつでも） 【問11-1-1】津波が押し寄せてくるまでの間にあなたが見聞きなさった「予想される津波

の高さ」は最大で何メートルでしたか。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



34.1 

36.3 

34.7 

9.5 

16.2 

8.1 

11.9 

13.1 

15.3 

8.5 

5.9 

1.1 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40%

1. 必ず大きな津波が来る

2. 大きな津波が来るかもしれない

3. 本当に大きな津波が来るのか半信半疑だ

4. 必ずしも大きな津波が来るとは限らない

5. 予想される津波の高さが高いので、

堤防を越えるかもしれない

6. 予想される津波の高さであれば、

堤防は越えないだろう

7. 平成22年（2010年）2月のチリ地震の際も

大した津波は来なかった

8. 2日前（平成23年3月9日）の地震の際も

大した津波は来なかった

9. 津波が来るまでに時間がない

10. 津波が来るまでには余裕がある

11. その他

12. 何も考えなかった

13. 覚えていない・わからない

（N=5,610）

【②情報伝達】

大津波警報への反応

大津波警報を見聞きして「必ず津波が来る」と思った人は3割強、「大きな津波が来るかもしれない」と思った
人は4割弱であった。

大津波警報を見聞きしても「本当に大きな津波が来るのか半信半疑だ」と思った人は3割強であった。
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【問11-4】大津波警報を見聞きなさって、どのようなことをお思いになりましたか。次の中
からお選びください。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



6.3 

36.8 

30.3 

20.9 

6.8 

10.8 

4.4 

5.4 

9.3 

11.4 

8.2 

3.9 

6.5 

5.4 

8.6 

43.1 

32.7 

25.5 

8.7 

12.3 

5.0 

7.7 

11.7 

13.7 

6.7 

3.4 

3.6 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.必ず大きな津波が来る

2.大きな津波が来るかもしれない

3.本当に大きな津波が来るか半信半疑だ

4.必ずしも大きな津波が来るとは限らない

5.予想される津波の高さが高いので、堤防を越

えるかもしれない

6.予想される津波の高さであれば、堤防は越え

ないだろう

7.平成22年（2010年）2月のチリ地震の

際も大した津波は来なかった

8.津波が来るまでに時間がない

9.津波が来るまでには余裕がある

10.津波警報が大津波警報に切り替わった

ので、本当に大きな津波が来ると思った

11.津波警報と大津波警報の違いがよく分から

なかった

12.その他

13.何も考えなかった

14.覚えていない・わからない

segment: Q-S
（N=2,913)
segment: S
（N=1,485)

【②情報伝達】

（参考）Webアンケート結果より抜粋

浸水想定域・実浸水域（segment:S）で大津波警報を見聞きして「必ず津波が来る」と思った人は約1割、

「大きな津波が来るかもしれない」と思った人は4割強であった。

浸水想定域・実浸水域（segment:S）で大津波警報を見聞きしても「本当に大きな津波が来るのか半信半疑
だ」と思った人は3割強であった。
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【問18-5】あなたは、大津波警報を見聞きして、次のようなことを感じましたか。[複数選
択可]

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



83.8 

71.7 

76.3 

4.7 

6.6 

7.1 

11.1 

20.6 

13.1 

0.4 

1.1 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1. 見聞きした（N=6,359)

2. 見聞きしなった（N=2,973)

3. 覚えていない・わからない

（N=1,000)

1. 避難した 2. 避難しようと思ったが、できなかった 3. 避難しなかった 4. 覚えていない・わからない

【②情報伝達】

大津波警報と避難行動の関係

大津波警報を見聞きした人の8割強が津波避難をしている。

大津波警報を見聞きしなかった人の約7割が津波避難をしている。
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【問11】津波が押し寄せてくるまでの間に、あなたは大津波警報を見聞きなさいましたか。
（○は1つ）

×

【問20 】あなたは地震当日の夕方までに津波から避難なさいましたか。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



66.3 

39.8 

3.3 

3.1 

6.2 

8.1 

19.3 

1.1 

3.3 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%

1. 市町村からの防災行政無線

（屋外拡声機や個別受信機）

2. 市町村･警察・消防の人や広報車

3. 市町村の防災行政無線の

自動音声応答サービス

4. 家族や知人・友人からの電話、メー

ル

5. 家族から直接の口伝え

6. 知人・友人から直接の口伝え

7. そのとき周囲にいた人から直接の

口伝え

8. 施設等の館内放送

9. その他

10. 覚えていない・わからない

（N=5,469）

【②情報伝達】

市町村からの避難の呼びかけの認知状況

市町村からの避難の呼びかけを見聞きした人は約5割であった。

市町村からの避難の呼びかけを見聞きした人のうち、市町村の防災行政無線から見聞きしたのは7割弱で
あった。
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【問12】津波が押し寄せてくるまでの間に、あなたは市町村からの避難の呼びかけを見
聞きなさいましたか。（○は1つ）

【問12-1】あなたは市町村からの避難の呼びかけをどこから見聞きなさいましたか。（○
はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



86.2 

71.1 

75.5 

4.0 

7.0 

7.3 

9.4 

21.1 

14.0 

0.4 

0.9 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 見聞きした（N=5,326)

2. 見聞きしなった（N=3,628)

3. 覚えていない・わからない（N=1,238)

1. 避難した 2. 避難しようと思ったが、できなかった 3. 避難しなかった 4. 覚えていない・わからない

【②情報伝達】

市町村からの避難の呼びかけと避難行動の関係

市町村からの避難の呼びかけを見聞きした人の9割弱が津波避難をしている。

市町村からの避難の呼びかけを見聞きしなかった人の約7割が津波避難をしている。
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【問12】津波が押し寄せてくるまでの間に、あなたは市町村からの避難の呼びかけを見
聞きなさいましたか。（○は1つ）

×

【問20 】あなたは地震当日の夕方までに津波から避難なさいましたか。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



25.9 30.2 21.3 10.6 9.4 2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=9,168）

1. 津波が必ず来る

2. 津波が来るかもしれない

3. 津波は来ないだろう

4. 津波のことはほとんど考えなかった

5. 大津波警報も市町村からの避難の呼びかけも見聞きしなかった

6. 覚えていない・わからない

28.2 27.3 14.5 28.9 1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=11,162）

1. 津波が必ず来る 2. 津波が来るかもしれない

3. 津波は来ないだろう 4. 津波のことはほとんど考えなかった

5. 覚えていない・わからない

【②情報伝達】

大津波警報・市町村からの避難の呼びかけによる
津波到達への意識の変化

大津波警報や市町村による避難の呼びかけによって、津波を意識する人は増えているが、必ずしも「津波
が必ず来る」という意識にはつながっていない。
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あなたのいらっしゃった場所（建物の場合はその階）に津波が来ると
お思いになりましたか。

【問5：地震発生直後】 【問13：大津波警報や市町村による避難の呼びかけを見聞きして】

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



37.8 33.5 13.2 12.3 3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=10,692）

1. 避難しなければ危険だと思った

2. 念のため避難した方がよいと思った

3. 避難しなくても安全だと思った

4. 大津波警報も市町村からの避難の呼びかけも見聞きしなかった

5. 覚えていない・わからない

49.1 32.7 17.0 1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=7,441）

1. 避難しなければ危ないと思った 2. 念のため避難した方がよいと思った

3. 避難しなくても大丈夫だと思った 4. 覚えていない・わからない

【②情報伝達】

大津波警報・市町村からの避難の呼びかけによる
避難の必要性への意識の変化

大津波警報や市町村からの避難の呼びかけを見聞きして、避難の必要性を感じた人は増加している。

ただし、「避難の必要性はない」と考えている人の割合は、大津波警報や市町村からの避難の呼びかけを
見聞きする前後で変化はない（前後とも約１割）。
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【問14】大津波警報や市町村からの避難の呼びかけを見聞きなさった後に、避難しよう
とお思いになりましたか。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【問5-2】そのとき、津波から避難しようとお思いになりましたか。（○は1つ）

※上記設問は揺れている最中・直後に津波を意識した人のみが対象。
グラフには回答対象外の比率を含めて作成。



44.9 

2.9 

15.9 

15.0 

40.8 

2.3 

24.7 

12.0 

1.2 

2.4 

7.3 

3.6 

3.1 

5.1 

3.2 

18.0 

5.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 津波が来る

2. 津波は来ない

3. 津波が来た

4. 大きな津波が他の地域をすでに襲っている

5. 避難した方がよい

6. 避難しなくてもよい

7. 大津波警報が出ている

8. 市町村が避難を呼びかけている

9. 1896年（明治29年）の明治三陸沖地震の津波被害

10. 1933年（昭和8年）の昭和三陸沖地震の津波被害

11. 1960年（昭和35年）のチリ地震の津波被害

12. 2010年（平成22年）のチリ地震津波のときのこと

13. 2011年（平成23年）3月9日の地震のときのこと

14. 昔からこの地域には津波が来たことがないという話

15. その他

16. 話さなかった

17. 覚えていない・わからない

（N=10,717）

49.2 

3.4 

21.5 

16.9 

40.8 

2.6 

2.3 

4.0 

11.5 

5.4 

4.0 

8.2 

3.1 

16.1 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 津波が来る

2. 津波は来ない

3. 津波が来た

4. 大きな津波が他の地域をすでに襲っている

5. 避難した方がよい

6. 避難しなくてもよい

7. 1896年（明治29年）の明治三陸沖地震の津波被害

8. 1933年（昭和8年）の昭和三陸沖地震の津波被害

9. 1960年（昭和35年）のチリ地震の津波被害

10. 2010年（平成22年）のチリ地震津波のときのこと

11. 2011年（平成23年）3月9日の地震のときのこと

12. 昔からこの地域には津波が来たことがないという話

13. その他

14. 聞かなかった

15. 覚えていない・わからない

（N=10,947）

【②情報伝達】

周囲の人たちとの会話

地震が起きてから津波が押し寄せてくるまでの間に、周囲の人たちから「津波が来る」という話を聞いた人は
約5割、「避難した方がよい」という話を聞いた人は約4割であった。

地震が起きてから津波が押し寄せてくるまでの間に、周囲の人たちに「津波が来る」という話を聞いた人は4
割強、「避難した方がよい」という話をした人は約4割であった。
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【問15】地震が起きてから津波が押し寄せてくるまでの間に、あなたは周囲の人たちか
らどのような話をお聞きになりましたか。次の中からお選びください。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【問16】地震が起きてから津波が押し寄せてくるまでの間に、あなたは周囲の人たちに
どのようなことをお話しになりましたか。次の中からお選びください。（○はいくつでも）



51.7 27.0 8.2 7.4 5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=10,668）

1. 多くの人が避難するのを見かけた 2. 何人か避難するのを見かけた

3. 避難する人をほとんど見かけなかった 4. 避難する人をまったく見かけなかった

5. 覚えていない・わからない

【②情報伝達】

周囲の人たちの避難の認知状況

周囲の多くの人が避難するのを見かけた人は、約5割であった。
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【問17】地震が起きてから津波が押し寄せてくるまでの間に、あなたは周囲の人が避難
するのをお見かけになりましたか。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



30.5 34.1 23.6 10.4 1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=8,347）

1. 津波が必ず来る 2. 津波が来るかもしれない

3. 津波は来ないだろう 4. 津波のことはほとんど考えなかった

5. 覚えていない・わからない

28.2 27.3 14.5 28.9 1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=11,162）

1. 津波が必ず来る 2. 津波が来るかもしれない

3. 津波は来ないだろう 4. 津波のことはほとんど考えなかった

5. 覚えていない・わからない

【②情報伝達】

周囲の人たちの話・様子による津波到達への意識の変化

周囲の人たちの話や様子を見聞きして、津波を意識する人は増えているが、必ずしも「津波が必ず来る」と
いう意識にはつながっていない。
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あなたのいらっしゃった場所（建物の場合はその階）に津波が来ると
お思いになりましたか。

【問5：地震発生直後】 【問15-4：周囲の人たちの話や様子を見聞きして】

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



49.1 32.7 17.0 1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=7,441）

1. 避難しなければ危ないと思った 2. 念のため避難した方がよいと思った

3. 避難しなくても大丈夫だと思った 4. 覚えていない・わからない

43.3 40.1 14.4 0.7 1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=8,351）

1. 避難しなければ危険だと思った 2. 念のため避難した方がよいと思った

3. 避難しなくても安全だと思った 4. 周囲の人たちの話や様子を見聞きしなかった

5. 覚えていない・わからない

【②情報伝達】

周囲の人たちの話・様子による避難の必要性への意識の変化

周囲の人たちの話・様子を見聞きして、避難の必要性を感じた人は増加している。

ただし、「避難の必要性はない」と考えている人の割合は、周囲の人たちの話・様子を見聞きする前後で変
化はない（前2割弱、後1割強）。
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【問15-5】あなたは、その話を聞いて、避難しようとお思いになりましたか。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【問5-2】そのとき、津波から避難しようとお思いになりましたか。（○は1つ）

※上記設問は揺れている最中・直後に津波を意識した人のみが対象。
グラフには回答対象外の比率を含めて作成。



40.9 

48.7 

54.2 

76.9 

66.7 

40.8 

42.7 

36.3 

28.9 

15.4 

0.0 

40.8 

15.0 

14.0 

14.3 

7.7 

33.3 

14.6 

0.5 

0.6 

1.1 

0.0 

0.0 

0.7 

0.9 

0.5 

1.5 

0.0 

0.0 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1人（N=3,544)

2～3人（N=866)

4～5人（N=273)

6～10人（N=13)

11人以上（N=6)

覚えていない・わからない（N=2,619)

1. 避難しなければ危険だと思った 2. 念のため避難した方がよいと思った

3. 避難しなくても安全だと思った 4. 周囲の人たちの話や様子を見聞きしなかった

5. 覚えていない・わからない

27.5 

35.7 

42.4 

50.0 

80.0 

27.5 

36.7 

32.2 

26.6 

35.7 

0.0 

35.2 

24.4 

25.0 

26.2 

7.1 

20.0 

23.3 

10.7 

7.1 

4.1 

7.1 

0.0 

10.7 

0.7 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1人（N=3,543)

2～3人（N=869)

4～5人（N=271)

6～10人（N=14)

11人以上（N=5)

覚えていない・わからない

（N=2,615)

1. 津波が必ず来る 2. 津波が来るかもしれない 3. 津波は来ないだろう

4. 津波のことはほとんど考えなかった 5. 覚えていない・わからない

【②情報伝達】

話を聞いた人数と津波到達や避難の必要性への意識の変化

話を聞いた人数が増えるほど、津波到達や避難の必要性に対する意識が高くなる。
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【問15-2】それらの話を合計何人くらいからお聞きになりましたか。

×

【問15-4 】周囲の人たちの話や様子から、あなたのいらっしゃった場所（建物の場合は
その階）に津波が来るとお思いになりましたか。（○は1つ）

【問15-2】それらの話を合計何人くらいからお聞きになりましたか。

×

【問15-5 】あなたは、その話を聞いて、避難しようとお思いになりましたか。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



63.2 

18.1 

64.1 

45.1 

70.8 

70.8 

27.7 

54.1 

50.5 

56.6 

45.9 

34.2 

26.7 

49.8 

27.0 

34.8 

24.9 

22.9 

39.7 

31.9 

34.9 

27.9 

29.8 

34.2 

9.4 

30.4 

8.2 

19.5 

4.1 

5.6 

31.4 

13.6 

14.0 

14.6 

23.1 

18.4 

0.7 

1.7 

0.7 

0.6 

0.2 

0.7 

1.2 

0.4 

0.6 

0.9 

1.3 

13.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 大きな地震（揺れ）の後には津波が来る（N=5,004)

2. 大きな地震（揺れ）が来ても必ずしも津波が来るとは限らない

（N=1,522)

3. 防潮堤があまり整備されていない（N=582)

4. 防潮堤が整備されている（N=534)

5. 津波避難訓練でやったこと（N=590)

6. 過去にこの場所まで大きな津波が来たことがあるという話（N=948)

7. 過去にこの場所までは大きな津波が来たことがないという話

（N=1,737)

8. 平成22年（2010年）2月のチリ地震・津波のときのこと（N=1,141)

9.  2日前（平成23年3月9日）の地震のときのこと（N=883)

10. 津波ハザードマップ （N=226)

11. その他（N=711)

12. 覚えていない・わからない（N=114)

1. 避難しなければ危ないと思った 2. 念のため避難した方がよいと思った

3. 避難しなくても大丈夫だと思った 4. 覚えていない・わからない

【②情報伝達】

事前知識と避難の必要性への意識の関係

揺れている間やその直後に、「大きな地震（揺れ）が来ても必ずしも津波が来るとは限らない」、「防波堤が
整備されている」、「過去にこの場所までは大きな津波が来たことがないという話」と感じた人は他の人に比
べて「避難しなくても大丈夫だと思った」人の比率が高い。
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【問5-1】 そのとき、どのようなことが頭に浮かびましたか。次の中からお選びください。
（○はいくつでも）

×

【問5-2】 そのとき、津波から避難しようとお思いになりましたか。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験
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③避難場所



3.1 
0.3 

8.9 36.5 2.2 3.0 35.9 9.3 1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=7,943）

1. 自宅の2階以上 2. 自宅のあるマンション・アパートの上層階

3. 親戚・友人・知人の家 4. 市町村が指定した避難場所（公民館や学校など）

5. 市町村が指定した避難場所（津波避難ビル） 6. 市町村に指定されていない近くの高い建物

7. 高台 8. その他

9. 覚えていない・わからない

【③避難場所】

最初に避難しようとした場所

市町村が指定した避難場所（公民館や学校など）、高台に避難しようとした人はそれぞれ4割弱であった。
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【問20-1-2】津波から逃れるために、あなたは最初にどこへ避難しようとなさいまし たか。
（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



23.0 12.5 60.9 3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=6,932）

1. 津波が迫ってきたので再避難した 2. 津波が迫ってきたが再避難できなかった

3. 津波が迫ってこなかった 4. 覚えていない・わからない

【③避難場所】

避難場所の安全性

最初に避難した場所に津波が迫ってきたことを確認した人は4割弱であった。
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【問20-1-9】最初に避難なさった場所に、津波は迫ってきましたか。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



【③避難場所】

一次避難場所と再避難の状況

最初に「市町村が指定した避難場所（津波避難ビル）」に避難した人の約3割が、津波が迫ってきたために再
避難している。
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【問20-1-2 】 津波から逃れるために、あなたは最初にどこへ避難しようとなさいまし
たか。（○は1つ）

×

【問20-1-9 】 最初に避難なさった場所に、津波は迫ってきましたか。（○は1つ）

26.3 

26.3 

16.7 

23.2 

30.9 

23.0 

22.8 

23.3 

19.7 

34.0 

31.6 

7.3 

15.9 

25.7 

30.6 

5.0 

18.2 

19.7 

32.0 

42.1 

73.4 

56.9 

37.5 

44.4 

68.9 

56.8 

42.4 

7.7 

0.0 

2.6 

4.0 

5.9 

2.0 

3.3 

1.8 

18.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 自宅の2階以上（N=194)

2. 自宅のあるマンション・アパートの

上層階（N=19)

3. 親戚・友人・知人の家（N=586)

4. 市町村が指定した避難場所（公民

館や学校など）（N=2,413)
5. 市町村が指定した避難場所（津波

避難ビル）（N=136)
6. 市町村に指定されていない近くの

高い建物（N=196)

7. 高台（N=2,432)

8. その他（N=606)

9. 覚えていない・わからない（N=66)

1. 津波が迫ってきたので再避難した 2. 津波が迫ってきたが再避難できなかった

3. 津波が迫ってこなかった 4. 覚えていない・わからない

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



24.6 

20.9 

22.1 

21.6 

19.5 

41.7 

21.5 

13.8 

12.7 

9.4 

9.3 

6.6 

11.1 

11.9 

60.3 

64.2 

66.9 

65.6 

70.6 

44.4 

57.2 

1.3 

2.3 

1.5 

3.6 

3.3 

2.8 

9.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5分以内（N=2,029)

10分以内（N=1,314)

20分以内（N=912)

30分以内（N=334)

30分以降（N=272)

時間記入なし（N=36)

覚えていない・わからない

（N=1,307)

1. 津波が迫ってきたので再避難した 2. 津波が迫ってきたが再避難できなかった

3. 津波が迫ってこなかった 4. 覚えていない・わからない

【③避難場所】

一次避難場所への避難時間と再避難の状況

最初に避難した場所まで時間をかけている（＝遠くまで避難している）人の方が、「津波が迫ってこなかった」
と回答している。
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【問20-1-6 】 津波避難を始めてから最初の避難場所に着くのに何分程度かかりまし
たか。（○は1つ、選択肢1を選んだ場合は数字でお答えください）

×

【問20-1-9 】 最初に避難なさった場所に、津波は迫ってきましたか。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



29.0 32.7 14.2 22.7 1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=1,478）

1. 地震が起きた時にいた場所 2. 避難しようと移動している途中 3. 避難先

4. その他 5. 覚えていない・わからない

【③避難場所】

避難場所の安全性

津波に巻き込まれた人のうち、避難先で津波に巻き込まれた人は1割強であった。
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【問23-1】あなたはどこで津波に巻き込まれましたか。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



7.7 

10.6 

28.2 

22.7 

5.4 

2.5 

13.4 

30.3 

1.2 

0.4 

11.7 

31.7 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40%

１．火災の危険があったから

２．余震が怖くて建物の中に

いたくなかったから

３．家族などと合流しようと思ったから

４．家族などの安否を確認したかったから

５．避難を手伝う必要がある人がいたから

６．忘れ物を取りに行こうと思ったから

７．状況を確認しようと思ったから

８．寒かったから

９．到達予測時間になっても津波が

来なかったから

10．観測された津波が低かったから

11．津波が引いたから

12．その他

13．覚えていない・わからない

（N=2,636）

40.1 59.0 0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=6,852）

1. 移動した 2. 移動しなかった 3. 覚えていない・わからない

【③避難場所】

二次避難の状況・理由

二次避難した人は避難した人の約4割であった。

二次避難の理由は「寒かった」「家族と合流しようとした」が多い（それぞれ約3割）。
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【問20-1-10】最初に津波避難なさってから当日の夕方までに更に移動なさいました
（○は１つ）

【問20-1-10-1】あなたが、更に移動なさったのはどうしてですか。次の中からお選びくだ
さい。（○はいくつでも）。

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



57

④事前準備



9.8 

9.1 

14.8 

7.0 

2.2 

3.4 

3.9 

6.1 

1.9 

9.8 

48.0 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 配偶者

2. 親

3. 息子・娘

4. 孫

5. 祖父母

6. 兄弟・姉妹

7. 親戚

8. 知人・友人

9. 同僚・顧客

10.その他

11. 誰かの様子を見に行ったり、迎えに行ったり

はしなかった

12.覚えていない・わからない

（N=10,051）

6.4 24.5 43.3 16.0 5.5 4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=10,786）

1. 安否確認をして、全員と連絡が取れた

2. 安否確認をして、一部の人と連絡が取れた

3. 安否確認をしようとしたが、誰とも連絡を取れなかった

4. 電話やメールでは安否確認をしなかった

5. 安否確認の必要はなかった

6. 覚えていない・わからない

【④事前準備】

安否確認行動の有無

地震～津波到達までの間に、家族や知人等の安否確認を試みた人は7割強であった。

家族や知人等を様子見・お迎えをしなかった人は約5割であった。
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【問9】津波が押し寄せてくるまでの間に、家族や親戚、知人・友人などに電話やメール
で安否確認をなさいましたか。（○は１つ）

【問10】津波が押し寄せてくるまでの間に、誰かの様子を見に行かれたり、迎えに行か

れたりしましたか。地震が発生したときに同じ建物の中にいらっしゃった人を除いて、
お答えください。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



27.9 

33.6 

43.1 

17.1 

2.8 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 仕事場の建物や設備、備品

などの被害を確認した

2. 同僚や顧客などに避難誘導したり、避

難の声掛けをした

3. 仕事を中断して、自宅に戻った（親の様

子や子供の様子を見に帰ったなど）

4. その他

5. そのまま仕事を続けた

6. 覚えていない・わからない

（N=2,858）

37.2 

25.1 

29.6 

8.9 

15.0 

2.0 

15.4 

13.0 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40%

1. 余震で危険なので、建物の

外へ避難するように

2. 建物の上階や高台など、津波の危

険がない場所へ避難するように

3. 帰宅するように

4. 仕事場の建物や設備、備品

などの被害を確認するように

5. 同僚や顧客などに避難を呼びかけ

たり、誘導したりするように

6. 仕事を続けるように

7. その他

8. 特に指示をしたり、受けたり

しなかった

9. 覚えていない・わからない

（N=3,280）

【④事前準備】

職場における指示内容・行動
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【問18-1】地震の発生を受けて、勤務先でどのような指示をお受けになったり、
なさったりしましたか。次の中からお選びください。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【問18-2】地震の発生を受けて、あなたはどのようなことをなさいましたか。次の中から
お選びください。（○はいくつでも）

勤務先で地震があった場合、建物外への避難指示が4割弱、津波を危惧した高い場所への避難指示が
3割弱、帰宅指示が約3割であった。一方、指示がなかったケースが1割強、物的被害の確認指示が約1割
であった。

勤務中だった人のうち、地震発生後に自宅に戻った人は4割強、避難誘導・避難の声掛けをした人は3割強
であった。



76.1 

90.6 

73.6 

58.4 

67.1 

41.8 

73.5 

66.6 

60.0 

5.0 

3.4 

6.5 

7.9 

7.1 

9.0 

4.8 

8.9 

12.7 

15.3 

3.4 

16.2 

29.9 

22.3 

44.8 

18.4 

19.9 

14.5 

0.7 

0.0 

1.0 

1.0 

0.6 

0.0 

0.4 

1.2 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1. 余震で危険なので、建物の外へ避難す

るように （N=1,220)

2. 建物の上階や高台など、津波の危険

がない場所へ避難するように（N=822)

3. 帰宅するように（N=971)

4. 仕事場の建物や設備、備品などの被

害を確認するように（N=291)

5. 同僚や顧客などに避難を呼びかけた

り、誘導したりするように（N=493)

6. 仕事を続けるように（N=67)

7. その他（N=505)

8. 特に指示をしたり、受けたりしなかった

（N=428)

9. 覚えていない・わからない（N=55)

1. 避難した 2. 避難しようと思ったが、できなかった 3. 避難しなかった 4. 覚えていない・わからない

【④事前準備】

職場における指示内容と避難行動の関係

勤務先で物的被害状況確認の指示や仕事の継続指示を受けた人は、他の人に比べて「避難した」比率が
低い。

また、勤務先で物的被害状況確認の指示や仕事の継続指示を受けた人は、他の人に比べて「避難しようと
思ったが、できなかった」比率が高い。
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【問18-1】地震の発生を受けて、勤務先でどのような指示をお受けになったり、
なさったりしましたか。次の中からお選びください。（○はいくつでも）

×

【問20】 あなたは地震当日の夕方までに津波から避難なさいましたか。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



【④事前準備】

職場にいた人の行動

地震発生時に職場にいた人は、そうでない人に比べて「避難の呼びかけや誘導をした」人の比率が高い。

また、地震発生時に職場にいた人は、そうでない人に比べて「自分がいた場所の被害状況を確認した」人の
比率が高い。

61

【問1】 東日本大震災が発生したとき（平成23年3月11日14時46分ごろ）、あなたはどちらにいらっしゃいましたか。いた場所の種類を１つ選んでください。
また、その場所の住所を市町村町丁目まで教えてください。＜種類＞

×

【問19】 地震が起きてから津波が押し寄せて来るまでの間に、あなたはどのようなことをなさいましたか。次の中からお選びください。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

12.1 

11.3 

7.0 

8.4 

12.3 

11.7 

4.0 

33.8 

25.4 

52.2 

48.8 

54.4 

0.4 

3.6 

0.0 

2.9 

2.2 

3.2 

7.6 

7.7 

23.9 

7.6 

4.3 

8.1 

10.9 

4.0 

7.0 

3.7 

10.8 

7.4 

33.6 

19.8 

14.1 

17.4 

22.2 

18.0 

10.3 

14.6 

8.5 

6.2 

7.7 

8.8 

21.9 

30.0 

21.1 

25.6 

22.5 

22.6 

16.1 

13.4 

5.6 

10.2 

11.7 

13.1 

0.5 

0.4 

0.0 

0.3 

0.6 

0.0 

8.4 

11.7 

16.9 

15.3 

9.0 

17.7 

22.0 

10.5 

14.1 

8.7 

10.5 

7.4 

2.2 

1.5 

2.8 

1.4 

3.1 

1.1 

0% 20% 40% 60%

1. 自宅（N=5,841)

2. 職場（N=2,277)

3. 学校（N=71)

4. 商業施設・病院（N=645)

5. 知人・友人宅（N=324)

6. 1から5以外の施設（N=283)

1. 近くに住む親や親戚の様子を見に行った 2. 出先から自宅に戻った
3. 出先から職場に戻った 4. 幼稚園・保育所や学校などに子供を迎えに行った
5. 家族が自宅に帰ってくるのを待った 6. 避難の準備をした
7. 避難の呼びかけや誘導をした 8. 地震や津波に関する情報を入手しようとした
9. 自分がいた場所の被害状況を確認した 10. 津波ハザードマップを確認した
11. その他 12. 何もせずに避難した
13. 覚えていない・わからない

8.3 

9.8 

20.0 

6.2 

9.2 

52.8 

50.3 

40.0 

38.3 

40.0 

3.5 

11.4 

2.9 

5.2 

15.4 

4.9 

8.7 

8.6 

4.1 

6.2 

11.1 

5.2 

8.6 

10.4 

7.7 

18.8 

19.1 

31.4 

20.2 

13.8 

6.3 

7.8 

25.7 

13.0 

7.7 

16.7 

25.1 

25.7 

19.7 

38.5 

7.6 

10.3 

11.4 

11.4 

10.8 

0.7 

0.1 

0.0 

0.5 

0.0 

4.9 

12.4 

25.7 

13.0 

18.5 

15.3 

9.5 

0.0 

11.4 

9.2 

0.7 

1.3 

2.9 

3.1 

1.5 

0% 20% 40% 60%

7. 移動していた（徒歩、自転車）（N=144)

8. 移動していた（自動車、バイク、電車、バスな

ど）（N=692)

9. 船に乗って沖に出ていた（N=35)

10. 移動はしていないが外にいた（N=193)

11. 覚えていない・わからない（N=65)

1. 近くに住む親や親戚の様子を見に行った 2. 出先から自宅に戻った
3. 出先から職場に戻った 4. 幼稚園・保育所や学校などに子供を迎えに行った
5. 家族が自宅に帰ってくるのを待った 6. 避難の準備をした
7. 避難の呼びかけや誘導をした 8. 地震や津波に関する情報を入手しようとした
9. 自分がいた場所の被害状況を確認した 10. 津波ハザードマップを確認した
11. その他 12. 何もせずに避難した
13. 覚えていない・わからない



11.1 

66.1 

11.5 

12.1 

16.9 

13.0 

4.9 

10.4 

11.4 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80%

1. 避難経路・避難場所が

わからなかった

2. 電話がつながらなかった

3. 指示命令系統が混乱していた

4. 自分で決定していいか

分からないことがあった

5. 職場まで津波が来るか

分からなかった

6. 自分自身の避難のタイミングが

わからなかった

7. 避難を呼びかけたり、誘導しようとし

ても、避難してくれない人がいた

8. その他

9. 困ったことは特にはなかった

10. 覚えていない・わからない

（N=2,569）

【④事前準備】

職場にいた人が困ったこと

勤務先で地震に遭遇した人のうち、電話がつながらず困った人は7割弱であった。

一方、自己判断の是非や避難のタイミングの認識等で困った人はそれぞれ1割強であった。
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【問18-3】そのときに、何か困ったことはございましたか。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



3.4 

6.3 

34.0 

21.6 

57.5 

13.0 

11.2 

17.3 

4.7 

20.2 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1. 予想される津波の高さが低かったため

2. 到達した津波の高さが低かったため

3. 地域を浸水させた津波が引いたため

4. 家族や親戚などを探すため

5. 自宅や自宅周辺の被害状況を

確認するため

6. 自宅に貴重品（現金、預金通帳、

保険証等）を取りに行くため

7. 自宅に食糧、飲料水を取りに行くため

8. 自宅に防寒具（上着や毛布など）を

取りに行くため

9. 自宅に上記以外の忘れ物を

取りに行くため

10. その他

11. 覚えていない・わからない

（N=1,398）

14.4 83.0 2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=9,866）

1. 戻った 2. 戻らなかった 3. 覚えていない・わからない

【④事前準備】

避難後の帰宅等

当日の夕方までに浸水地域に戻った人は1割強であった。

浸水地域に戻った理由としては、被害状況の確認が6割弱、津波が引いたためと考えた人が3割強であった。
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【問22】 あなたは、当日の夕方までの間に、津波で浸水した地域にお戻りに
なりましたか。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【問22-1】あなたが、浸水した地域にお戻りになったのはどうしてですか。
（○はいくつでも）



42.7 

0.5 

1.9 

0.3 

52.5 

4.2 

1.9 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1. 徒歩

2. おぶってもらった

3. 自転車

4. バイク

5. 車

6. 最初は車だったが途中で

車を降りて避難した

7. その他

8. 覚えていない・わからない

（N=7,697）

【④事前準備】

移動手段

避難場所への移動手段として、車の利用が5割強、徒歩での避難が4割強であった。
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【問20-1-8】
最初に避難した場所まで、あなたはどのような手段で行かれましたか。
（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



避難場所への移動手段として、車の利用が約6割、徒歩での避難が3割強であった。
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【④事前準備】

（参考）Webアンケート結果より抜粋

【問22-1-1 】 地震が発生したときにいた場所から最初に避難した場所まで、
あなたはどのように避難しましたか。（いくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

33.9 

0.0 

4.5 

0.6 

60.6 

0.2 

1.0 

33.6 

0.4 

2.7 

2.3 

60.8 

1.0 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.徒歩

2.おぶってもらった

3.自転車

4.バイク

5.車

6.最初は車だったが途中で

車を降りて避難した

7.その他

segment: Q-S
（N=493)
segment: S
（N=518)



10.9 

20.9 

35.8 

23.5 

28.0 

13.8 

13.6 

13.8 

11.5 

17.2 

5.0 

37.4 

13.8 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40%

1. 地震が起きたときに車に乗っていた

2. 避難をはじめた場所に車で来ていた

3. 車で避難しないと間に合わないと思った

4. 安全な場所まで遠かった

5. 家族みんなで避難しようと思った

6. 一人では歩けない人が一緒にいた

7. 家族を探したり、迎えに行こうと思った

8. 車も財産なので、守ろうとした

9. 荷物を運べると思った

10. 車であれば情報が得られると思った

11. 渋滞しないと思っていた

12. 普段の移動に車を使っているから

13. その他

14. 覚えていない・わからない

（N=4,199）

【④事前準備】

車で避難した理由

車で避難した理由として、普段の移動に車を使っている人が4割弱、間に合わないと思った人4割弱、
家族全員で避難しようとした人が約3割、安全な場所が遠かった人が2割強であった。
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【問20-1-8-1】
あなたはなぜ車で避難なさいましたか。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



6.9 

21.8 

3.2 

3.1 

3.7 

32.6 

21.8 

1.1 

4.7 

2.4 

8.1 

7.5 

13.8 

6.1 

29.9 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40%

1. 倒壊した家や塀などで道路が通れなかった

2. 道路に陥没や段差があった

3. 道路ががけ崩れなどで通れなくなっていた

4. 踏切が降りていて通行できなかった

5. 橋が通行できない状態だった

6. 渋滞していた

7. 信号が点灯していなかった

8. 交通事故が発生していた

9. 道路に人がいて危険だった

10. 高台まで早く行くための道路がなかった

11. 地震や津波に関する情報が手に入らな…

12. どこに逃げればいいのか分からなかった

13. 津波が迫ってきた

14. その他

15. 困ったことは特になかった

16. 覚えていない・わからない

（N=3,841）

【④事前準備】

車で避難した際に困ったこと

車で避難した際に困ったこととしては、道路の渋滞が3割強であった。
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Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【問20-1-8-2】
車で避難なさった時に困ったことはありましたか。（○はいくつでも）



32.6 

34.2 

17.2 

22.3 

22.0 

15.5 

17.4 

14.2 

12.1 

5.6 

5.0 

4.1 

4.0 

4.0 

4.1 

1.1 

0.4 

0.3 

16.9 

19.0 

44.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. いた（N=1,330)

2. いなかった（N=4,055)

3. 覚えていない・わからない

（N=290)

5分以内 10分以内 20分以内 30分以内 30分超過 着かなかった 覚えていない・わからない

17.8 

14.8 

9.9 

18.9 

17.0 

13.6 

20.0 

18.9 

9.6 

11.8 

13.1 

6.6 

6.2 

7.0 

4.6 

25.3 

29.2 

55.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. いた（N=1,337)

2. いなかった（N=4,010)

3. 覚えていない・わからない

（N=302)

5分以内 10分以内 20分以内 30分以内 30分超過 覚えていない・わからない

災害時要援護者（自力歩行困難者）が同行していた人の方が、揺れが収まってから避難開始までの時間が
短かった。

災害時要援護者（自力歩行困難者）が同行していた人の方が、最初の避難場所に到着するまでの時間が
長かった。
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【問20-1-4-1】 その中には自力での歩行が困難な人はいらっしゃいましたか。
（○は1つ） ×

【問20-1-5】 最初に津波避難し始めたのは、地震の揺れが収まってから何分程度
後でしたか。（○は１つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【問20-1-4-1】 その中には自力での歩行が困難な人はいらっしゃいましたか。
（○は1つ） ×

【問20-1-6】 津波避難を始めてから最初の避難場所に着くのに何分程度かかりまし
たか。（○は1つ、選択肢1を選んだ場合は数字でお答えください）

【④事前準備】

災害時要援護者の同行の有無と避難開始・完了時間の関係



42.2 

42.8 

49.4 

1.5 

0.2 

1.3 

2.1 

1.4 

1.0 

0.4 

0.2 

0.0 

53.8 

53.4 

43.6 

5.1 

3.7 

5.7 

2.1 

1.7 

2.2 

0.3 

0.1 

0.6 

0% 20% 40% 60%

1. いた（N=1,395)

2. いなかった（N=4,248)

3. 覚えていない・わからない

（N=314)

1. 徒歩 2. おぶってもらった

3. 自転車 4. バイク

5. 車 6. 最初は車だったが途中で車を降りて避難した

7. その他 8. 覚えていない・わからない

【④事前準備】

災害時要援護者の同行の有無と移動手段の関係

災害時要援護者（自力歩行困難者）の同行者の有無と車利用には関係は見られない。
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【問20-1-4-1】 その中には自力での歩行が困難な人はいらっしゃいましたか。
（○は1つ） ×

【問20-1-8】 最初に避難した場所まで、あなたはどのような手段で行かれましたか。
（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



72.6 

73.4 

20.2 

58.3 

42.5 

38.6 

31.3 

18.7 

31.5 

23.6 

26.5 

17.1 

66.4 

3.2 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80%
1. 津波警報や津波の高さなどの情報をもっと早く、正確に、

分かりやすく提供すること

2. 停電時でも警報や情報を確実に伝えるようにすること

3. 標高を示す標識・標示をまちなかに整備すること

4. 短時間で安全に避難できる場所を整備すること

5. 迅速に避難するための避難路・避難階段を整備すること

6. 防潮堤や河川堤防などの施設を整備すること

7. 海岸近くの道路に盛土をして、高くすること

（道路に堤防の役割も持たせる）

8. 盛土をして宅地を高くすること

9. 高台にまち（住宅地）を移すこと

10. 誰でも参加できる実践的な避難訓練を実施すること

11. 津波防災教育を充実すること

12. 津波ハザードマップを工夫・改善すること

13. 東日本大震災の記録を後世にしっかり伝えること

14. その他

15. 特にない

（N=10,696）

【④事前準備】

行政への期待

今後の津波対策に関して行政に期待することは、情報伝達が7割強、東日本大震災の記録の後世への伝
承が7割弱、短時間かつ安全に避難できる場所の整備が約6割であった。
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【問32】 今後、津波対策に関して行政に期待されることは何ですか。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



今後の津波対策に関して行政に期待することとして情報伝達を挙げたのは、5割強～約6割であった。
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【④事前準備】

（参考）Webアンケート結果より抜粋

【問30】 東日本大震災を経て、今後津波の被害をなくすために行政に期待することは
何ですか。（いくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

59.8 

52.7 

28.6 

47.4 

32.7 

25.5 

16.0 

8.0 

11.7 

22.7 

26.0 

31.9 

36.2 

2.0 

9.9 

59.6 

52.2 

29.4 

48.4 

33.4 

26.5 

16.5 

7.1 

11.1 

22.5 

25.9 

29.6 

35.3 

2.1 

9.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.津波警報や津波の高さなどの情報をもっと

早く、正確に、分かりやすく提供すること

2.停電時でも警報や情報を確実に伝えるようにすること

3.標高を示す標識・標示をまちなかに整備すること

4.短時間で安全に避難できる場所を整備すること

5.迅速に避難するための避難路・避難階段を整備すること

6.防潮堤や河川堤防などの施設を整備すること

7.海岸近くの道路に盛土をして、高くすること

（道路に堤防の役割も持たせる）

8.盛土をして宅地を高くすること

9.高台にまち（住宅地）を移すこと

10.誰でも参加できる実践的な避難訓練を実施すること

11.津波防災教育を充実すること

12.津波ハザードマップを工夫・改善すること

13.東日本大震災の記録を後世にしっかり伝えること

14.その他

15.特にない

segment: (P+Q)-(R+S)
（N=13,290)
segment: R+S
（N=3,164)
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⑤防災教育



38.2 

25.6 

6.0 

10.2 

22.2 

5.1 

20.4 

7.4 

1.2 

18.2 

22.4 

2.9 

28.4 

0% 10% 20% 30% 40%

1. 大きな揺れが起きたらすぐに避難すると

決めていた

2. 避難場所や経路について家族で

決めていた

3. 安否確認のための連絡手段について家族で

決めていた

4. 何かあったらてんでに（各人バラバラに）

避難することを家族で決めていた

5. 津波避難訓練に参加していた

6. 避難が難しい人の誘導について地域で

話し合っていた

7. 避難場所・避難経路を確認していた

8. 津波ハザードマップで自宅の津波危険を確

認していた

9. 津波ハザードマップで勤め先の津波危険度を

確認していた

10. 食料や飲料水を備蓄していた

11. 非常持ち出し品を準備していた

12. その他

13. 何もしていなかった

（N=10,791）

【⑤防災教育】

事前の備えの内容

東日本大震災以前に大きな揺れが起きたらすぐに避難すると決めていた人は約4割であった。

東日本大震災以前に地震・津波への備えを何もしていなかった人は約3割であった。
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【問27】 東日本大震災以前に、あなたは地震・津波への備えとしてどのようなことを
なさっていましたか。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



東日本大震災以前に地震・津波への備えを何もしていなかった人は5割強～6割弱であった。
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【⑤防災教育】

（参考）Webアンケート結果より抜粋

【問24】 東日本大震災『以前』に、あなたは津波への備えとしてどのようなことを
していましたか。（いくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

8.3 

12.7 

8.1 

5.6 

2.1 

1.0 

7.3 

7.1 

2.7 

21.6 

17.3 

0.7 

57.5 

11.9 

14.9 

8.5 

6.2 

4.9 

1.1 

9.2 

9.3 

3.7 

20.9 

19.3 

0.6 

53.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.大きな揺れが起きたらすぐに避難すると決めていた

2.避難場所や経路について家族で決めていた

3.安否確認のための連絡手段について家族で

話し合っていた、または決めていた

4.何かあったらてんでに（各人バラバラに）

避難することを家族で決めていた

5.津波避難訓練に参加していた

6.避難が難しい人の誘導について地域で話し合っていた

7.避難場所・避難経路を確認していた

8.津波ハザードマップで自宅の津波危険を確認していた

9.津波ハザードマップで勤め先の津波危険を確認していた

10.食料や飲料水を備蓄していた

11.非常持ち出し品を準備していた

12.その他

13.何もしていなかった

segment: (P+Q)-(R+S)
（N=13,290)
segment: R+S
（N=3,164)



42.9 36.7 20.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（N=10,628）

1. 行っていた 2. 行っていなかった 3. 覚えていない・わからない

【⑤防災教育】

地域における防災取組の実施状況

東日本大震災以前に地区で津波防災の取組を実施していなかったと答えた人は4割弱であった。

また、取組の有無自体を正確に把握していなかった人は約2割であった。
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【問28】 東日本大震災の前に、あなたがお住まいの地区（自治会など）では、
日頃から津波防災の取組を行っていましたか。（○は1つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



37.0 

22.0 

19.0 

28.2 

25.8 

28.2 

13.7 

15.9 

15.2 

20.5 

35.4 

36.0 

0.7 

0.9 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1. 行っていた（N=4,486)

2. 行っていなかった（N=3,816)

3. 覚えていない・わからない（N=2,137)

1. 津波が必ず来る 2. 津波が来るかもしれない 3. 津波は来ないだろう

4. 津波のことはほとんど考えなかった 5. 覚えていない・わからない

48.4 

39.8 

39.0 

42.7 

43.1 

40.3 

36.9 

39.9 

53.4 

25.8 

31.7 

30.4 

13.4 

26.5 

28.7 

27.1 

26.2 

27.0 

25.1 

27.1 
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16.0 
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26.9 

23.9 
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11.5 

12.1 

13.7 
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14.3 

13.2 

13.1 

18.3 

14.4 
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16.8 
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22.4 

18.0 

15.3 

30.8 

27.4 

31.4 

42.5 

0.9 

0.6 

1.6 

1.0 

0.7 

0.6 

0.4 

0.6 

0.8 

1.0 

0.8 

1.3 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1. 大きな揺れが起きたらすぐに避難すると

決めていた（N=4,039)
2. 避難場所や経路について家族で

決めていた（N=2,713)
3. 安否確認のための連絡手段について家族で決めてい

た（N=634)
4. 何かあったらてんでに（各人バラバラに）

避難することを家族で決めていた（N=1,084)

5. 津波避難訓練に参加していた（N=2,357)

6. 避難が難しい人の誘導について地域で

話し合っていた（N=541)

7. 避難場所・避難経路を確認していた（N=2,157)

8. 津波ハザードマップで自宅の津波危険を確認していた

（N=782)
9. 津波ハザードマップで勤め先の津波危険度を確認して

いた（N=131)

10. 食料や飲料水を備蓄していた（N=1,925)

11. 非常持ち出し品を準備していた（N=2,372)

12. その他（N=306)

13. 何もしていなかった（N=3,012)

1. 津波が必ず来る 2. 津波が来るかもしれない 3. 津波は来ないだろう

4. 津波のことはほとんど考えなかった 5. 覚えていない・わからない

【⑤防災教育】

事前の備えの内容や地域における防災取組の実施状況と
地震発生直後の津波到達に対する意識の関係

東日本大震災以前に、地震・津波の備えを「何もしていなかった」人は、揺れている間やその直後に「津波は
来ないだろう」、あるいは「津波のことはほとんど考えなかった」人の比率が高い。

東日本大震災以前に、津波防災の取組がなかった地区に住む人は、揺れている間やその直後に「津波は
来ないだろう」、あるいは「津波のことはほとんど考えなかった」人の比率が高い。
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【問27】 東日本大震災以前に、あなたは地震・津波への備えとしてどのようなことを
なさっていましたか。（○はいくつでも） ×

【問5】 あなたは地震で揺れている間やその直後に（次の行動を起こすまでの間に）、
あなたのいらっしゃった場所（建物の場合はその階）に津波が来るとお思いに
なりましたか。（○は１つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【問28】 東日本大震災の前に、あなたがお住まいの地区（自治会など）では、日頃
から津波防災の取組を行っていましたか。（○は1つ） ×

【問5】 あなたは地震で揺れている間やその直後に（次の行動を起こすまでの間に）、
あなたのいらっしゃった場所（建物の場合はその階）に津波が来るとお思いに
なりましたか。（○は１つ）
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32.7 

38.4 

14.0 

21.7 

18.3 

0.7 

1.6 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1. 行っていた（N=3,389)

2. 行っていなかった（N=2,326)

3. 覚えていない・わからない（N=1,275)

1. 避難しなければ危ないと思った 2. 念のため避難した方がよいと思った

3. 避難しなくても大丈夫だと思った 4. 覚えていない・わからない
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60.1 
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59.5 

57.9 

56.8 
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62.7 

46.9 

53.9 
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28.6 

26.2 

29.0 
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29.3 
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26.3 

25.5 

32.8 

29.2 

23.6 

38.3 
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10.6 

12.4 

11.7 

10.9 

11.6 

13.4 

13.8 

10.0 

19.5 

16.0 

16.6 

28.3 

0.5 

0.8 

1.3 

0.8 

0.9 

1.2 

0.7 

1.0 

1.8 

0.7 

0.9 

1.0 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 大きな揺れが起きたらすぐに避難すると決めていた（N=3,288)

2. 避難場所や経路について家族で決めていた（N=2,090)

3. 安否確認のための連絡手段について家族で決めていた（N=469)

4. 何かあったらてんでに（各人バラバラに）避難することを家族で決めていた

（N=860)

5. 津波避難訓練に参加していた（N=1,858)

6. 避難が難しい人の誘導について地域で話し合っていた（N=406)

7. 避難場所・避難経路を確認していた（N=1,609)

8. 津波ハザードマップで自宅の津波危険を確認していた（N=617)

9. 津波ハザードマップで勤め先の津波危険度を確認していた（N=110)

10. 食料や飲料水を備蓄していた（N=1,259)

11. 非常持ち出し品を準備していた（N=1,630)

12. その他（N=199)

13. 何もしていなかった（N=1,612)

1. 避難しなければ危ないと思った 2. 念のため避難した方がよいと思った

3. 避難しなくても大丈夫だと思った 4. 覚えていない・わからない

【⑤防災教育】

事前の備えの内容や地域における防災取組の実施状況と
避難の必要性への意識の関係

東日本大震災以前に、地震・津波の備えを「何もしていなかった」人は、「避難しなくても大丈夫だと思った」
人の比率が高い。

東日本大震災以前に、津波防災の取組がなかった地区に住む人は、「避難しなくても大丈夫だと思った」人
の比率が高い。
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Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【問27】 東日本大震災以前に、あなたは地震・津波への備えとしてどのようなことを
なさっていましたか。（○はいくつでも） ×

【問5-2】 そのとき、津波から避難しようとお思いになりましたか。（○は1つ）

【問28】 東日本大震災の前に、あなたがお住まいの地区（自治会など）では、日頃
から津波防災の取組を行っていましたか。（○は1つ） ×

【問5-2】 そのとき、津波から避難しようとお思いになりましたか。（○は1つ）



【⑤防災教育】

地域における防災取組の実施状況と避難行動の関係

東日本大震災以前に、津波防災の取組を行っていた地区に住む人は、「安全なところから津波が来るのを
見ていた」（＝安全に避難した）人の比率が高い。
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【問28】 東日本大震災の前に、あなたがお住まいの地区（自治会など）では、日頃
から津波防災の取組を行っていましたか。（○は1つ）

×

【問23】 あなたは津波に巻き込まれましたか。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験
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2.6 
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1.4 

1.8 

2.7 

2.2 

0.7 

0.9 

0.9 

4.4 

4.5 

4.7 

23.2 

22.6 

22.4 

40.7 

27.3 

27.6 

19.7 

26.2 

29.8 

1.9 

2.6 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 行っていた（N=3,926)

2. 行っていなかった（N=3,412)

3. 覚えていない・わからない

（N=1,975)

1. 足首のあたりまで浸かった 2. 膝のあたりまで浸かった

3. 腰のあたりまで浸かった 4. 津波に飲み込まれたが、何かにつかまって流されなかった

5. 津波に飲み込まれて、流された 6. 車で走っているときに車が津波に浸かった

7. 車に走っているときに車ごと流された 8. その他

9. 目の前まで津波が迫ったが、巻き込まれなかった 10. 安全なところから津波が来るのを見ていた

11. 内陸部にいたので、津波が来るのを見ていない 12. 覚えていない・わからない
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7.5 

11.3 

16.2 

15.9 

0.5 

1.0 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1. 行っていた（N=4,375)

2. 行っていなかった（N=3,733)

3. 覚えていない・わからない

（N=2,083)

1. 避難した 2. 避難しようと思ったが、できなかった 3. 避難しなかった 4. 覚えていない・わからない

90.4 

87.8 

85.8 

86.4 

88.7 

84.1 

84.8 

83.7 
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75.6 

81.1 

79.0 

70.5 

3.2 
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4.9 

4.5 
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6.6 
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8.9 
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10.7 

12.1 

8.5 

16.8 

13.0 

13.2 

20.8 

0.5 

0.3 

0.3 

0.4 

0.3 

0.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0.4 

0.3 

0.3 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 大きな揺れが起きたらすぐに避難すると

決めていた（N=3,942)
2. 避難場所や経路について家族で

決めていた（N=2,674)

3. 安否確認のための連絡手段について家族で決めていた（N=628)

4. 何かあったらてんでに（各人バラバラに）

避難することを家族で決めていた（N=1,074)

5. 津波避難訓練に参加していた（N=2,300)

6. 避難が難しい人の誘導について地域で

話し合っていた（N=534)

7. 避難場所・避難経路を確認していた（N=2,138)

8. 津波ハザードマップで自宅の津波危険を確認していた（N=767)

9. 津波ハザードマップで勤め先の津波危険度を確認していた

（N=129)

10. 食料や飲料水を備蓄していた（N=1,896)

11. 非常持ち出し品を準備していた（N=2,323)

12. その他（N=295)

13. 何もしていなかった（N=2,918)

1. 避難した 2. 避難しようと思ったが、できなかった 3. 避難しなかった 4. 覚えていない・わからない

【⑤防災教育】

事前の備えの内容や地域における防災取組の実施状況と
避難行動の関係

東日本大震災以前に、地震・津波の備えを「何もしていなかった」人は、当日夕方までに「避難しなかった」
人の比率が高い。

東日本大震災以前に、津波防災の取組がなかった地区に住む人は、当日夕方までに「避難しなかった」人
の比率が高い。
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Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【問27】 東日本大震災以前に、あなたは地震・津波への備えとしてどのようなことを
なさっていましたか。（○はいくつでも） ×

【問20】 あなたは地震当日の夕方までに津波から避難なさいましたか。（○は1つ）

【問28】 東日本大震災の前に、あなたがお住まいの地区（自治会など）では、日頃
から津波防災の取組を行っていましたか。（○は1つ） ×

【問20】 あなたは地震当日の夕方までに津波から避難なさいましたか。（○は1つ）



7.3 

15.4 

48.0 

34.2 

32.1 

43.2 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 1896年（明治29年）の明治三陸沖

地震の津波被害

2. 1933年（昭和8年）の昭和三陸沖地

震の津波被害

3. 1960年（昭和35年）のチリ地震の

津波被害

4. 2010年（平成22年）のチリ地震

津波のときのこと

5. 2011年（平成23年）3月9日の

地震のときのこと

6. 今回（東日本大震災）がはじめての

体験だった

7. わからない

（N=10,612）

【⑤防災教育】

津波に関する教訓の把握状況

東日本大震災以前の地震・津波の体験や当時の教訓を知らなかった人は4割強であった。
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【問30】 津波の経験についてお聞きします。あなたは、以下の地震・津波について
自ら体験されたり、その時の教訓をお聞きになったりしたことはありますか。
（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

5. 2011年（平成23年）3月9日の地

震のときのこと（N=3,399)

6. 今回（東日本大震災）がはじめて

の体験だった（N=4,571)

7. わからない（N=417)

1. 揺れが強かった 2. 揺れが弱かった 3. 揺れが長く続いた

4. 揺れが短かった 5. 死ぬかと思った 6. 宮城県沖地震が来た

7. 同居している家族が心配だ 8. 離れて暮らしている親や子供が心配だ 9. 同僚・顧客が心配だ

10. 自宅に被害が出ているかもしれない 11. 職場に被害が出ているかもしれない 12. 仕事を続けるかどうか迷った

13. どうしていいかわからなかった 14. その他 15. 地震の揺れを感じなかった

16. 覚えていない・わからない
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39.0 

22.7 

22.7 

23.3 

24.1 

4.5 

4.0 

4.5 

4.7 

30.9 

30.8 

32.9 

33.9 

4.6 

4.0 

5.2 

5.8 

4.0 

4.0 

4.4 

4.7 

13.7 

13.6 

15.8 

16.8 

11.7 

11.1 

8.8 

8.8 

0.1 

0.2 

0.1 

0.1 

0.0 

0.2 

0.1 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 1896年（明治29年）の明治

三陸沖地震の津波被害

（N=776)

2. 1933年（昭和8年）の昭和三

陸沖地震の津波被害

（N=1,634)

3. 1960年（昭和35年）のチリ

地震の津波被害（N=5,083)

4. 2010年（平成22年）のチリ

地震津波のときのこと

（N=3,624)

1. 揺れが強かった 2. 揺れが弱かった 3. 揺れが長く続いた

4. 揺れが短かった 5. 死ぬかと思った 6. 宮城県沖地震が来た

7. 同居している家族が心配だ 8. 離れて暮らしている親や子供が心配だ 9. 同僚・顧客が心配だ

10. 自宅に被害が出ているかもしれない 11. 職場に被害が出ているかもしれない 12. 仕事を続けるかどうか迷った

13. どうしていいかわからなかった 14. その他 15. 地震の揺れを感じなかった

16. 覚えていない・わからない

【⑤防災教育】

津波に関する教訓の把握状況と
地震中・直後に感じたことの関係

過去の体験・教訓を知らなかった人は、他の人に比べて揺れている間やその直後に「どうしていいかわから
なかった」と感じた人の比率が高い。
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【問30】 津波の経験についてお聞きします。あなたは、以下の地震・津波について自ら体験されたり、その時の教訓をお聞きになったりしたことはありますか。（○はいくつでも）

×

【問4】 あなたは地震で揺れている間やその直後に（次の行動を起こすまでの間に）、どのようなことをお感じになりましたか。次の中からお選びください。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



48.6 

45.8 

37.4 

36.3 

34.5 

20.3 

16.1 

26.8 

27.3 

28.2 

27.8 

27.6 

26.2 

24.9 

11.0 

11.6 

13.6 

13.5 

13.2 

15.3 

18.5 

13.1 

14.5 

20.0 

21.4 

23.6 

37.2 

37.6 

0.7 

0.7 

0.8 

1.0 

1.0 

0.9 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1. 1896年（明治29年）の明治三陸沖地震の津波

被害（N=766)

2. 1933年（昭和8年）の昭和三陸沖地震の津波被

害（N=1,602)

3. 1960年（昭和35年）のチリ地震の津波被害

（N=4,998)

4. 2010年（平成22年）のチリ地震

津波のときのこと（N=3,553)

5. 2011年（平成23年）3月9日の

地震のときのこと（N=3,343)

6. 今回（東日本大震災）がはじめての体験だった

（N=4,493)

7. わからない（N=410)

1. 津波が必ず来る 2. 津波が来るかもしれない 3. 津波は来ないだろう

4. 津波のことはほとんど考えなかった 5. 覚えていない・わからない

【⑤防災教育】

津波に関する教訓の把握状況と
地震発生直後の津波到達に対する意識の関係

過去の体験・教訓を知らなかった人は、他の人に比べて揺れている間やその直後に「津波は来ないだろう」
あるいは「津波のことはほとんど考えなかった」人の比率が高い。
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【問30】 津波の経験についてお聞きします。あなたは、以下の地震・津波について
自ら体験されたり、その時の教訓をお聞きになったりしたことはありますか。
（○はいくつでも） ×

【問5】 あなたは地震で揺れている間やその直後に（次の行動を起こすまでの間に）、
あなたのいらっしゃった場所（建物の場合はその階）に津波が来るとお思いに
なりましたか。（○は１つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



41.0 

40.1 

35.6 

34.0 

32.7 

29.5 

15.1 

23.2 

24.2 

22.7 

21.4 

21.7 

20.8 

15.5 

12.0 

12.6 

14.8 

14.7 

15.4 

14.8 

11.6 

5.9 

4.3 

5.0 

5.6 

4.8 

5.8 

3.4 

3.0 

4.0 

4.2 

4.4 

4.7 

4.6 

3.4 

0.6 

1.0 

1.5 

1.6 

1.6 

2.2 

3.0 

14.4 

13.9 

16.3 

18.3 

19.2 

22.3 

47.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1. 1896年（明治29年）の明治三陸沖地震

の津波被害（N=542)

2. 1933年（昭和8年）の昭和三陸沖地震の

津波被害（N=1,136)

3. 1960年（昭和35年）のチリ地震の津波被

害（N=3,445)

4. 2010年（平成22年）のチリ地震

津波のときのこと（N=2,421)

5. 2011年（平成23年）3月9日の

地震のときのこと（N=2,299)

6. 今回（東日本大震災）がはじめての体験

だった（N=2,808)

7. わからない（N=232)

5分以内 10分以内 20分以内 30分以内 30分以降 着かなかった 覚えていない・わからない

24.4 

23.3 

17.9 

18.5 

17.8 

13.3 

7.1 

19.8 

20.3 

18.8 

17.8 

17.4 

14.5 

17.2 

16.5 

20.3 

19.6 

19.7 

18.8 

17.6 

13.0 

11.0 

9.4 

11.9 

11.8 

11.6 

12.9 

5.5 

3.5 

3.5 

5.8 

5.8 

6.2 

7.4 

4.2 

24.8 

23.3 

26.1 

26.3 

28.2 

34.4 

52.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 1896年（明治29年）の明治三陸沖地震の津波被害

（N=509)

2. 1933年（昭和8年）の昭和三陸沖地震の津波被害

（N=1,101)

3. 1960年（昭和35年）のチリ地震の津波被害

（N=3,417)

4. 2010年（平成22年）のチリ地震

津波のときのこと（N=2,397)

5. 2011年（平成23年）3月9日の

地震のときのこと（N=2,258)

6. 今回（東日本大震災）がはじめての体験だった

（N=2,786)

7. わからない（N=238)

5分以内 10分以内 20分以内 30分以内 30分超過 覚えていない・わからない

【⑤防災教育】

津波に関する教訓の把握状況と避難開始・完了時間の関係

過去の体験・教訓を知らなかった人は、他の人に比べて30分以内に避難を開始した人の比率が低い。

過去の体験・教訓を知らなかった人は、他の人に比べて避難開始から30分以内に最初の避難場所に着い
た人の比率が低い。
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【問30】 津波の経験についてお聞きします。あなたは、以下の地震・津波に
ついて自ら体験されたり、その時の教訓をお聞きになったりしたことは
ありますか。（○はいくつでも） ×

【問20-1-5】 最初に津波避難し始めたのは、地震の揺れが収まってから何分程度
後でしたか。（○は１つ）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【問30】 津波の経験についてお聞きします。あなたは、以下の地震・津波に
ついて自ら体験されたり、その時の教訓をお聞きになったりしたことは
ありますか。（○はいくつでも） ×

【問20-1-6】 津波避難を始めてから最初の避難場所に着くのに何分程度かかり
ましたか。（○は1つ、選択肢1を選んだ場合は数字でお答えください）



46.9 
34.2 
34.2 

27.9 
46.7 

12.3 
2.3 

13.7 
11.2 

14.0 
13.6 

1.6 
5.6 
6.0 

9.2 
4.7 

11.8 
23.7 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 現金

2. 貯金通帳や印鑑

3. 保険証

4. 家の鍵

5. 携帯電話

6. 眼鏡

7. 入れ歯

8. 薬
9. 食料・飲料水

10. 懐中電灯・電池

11. 携帯ラジオ

12. ヘルメット・防災ずきん

13. 非常持出袋（防災セット）

14. 洋服

15. 毛布・寝袋・布団

16. 位牌

17.  その他

18. 何も持って行かなかった

19. 覚えていない・わからない

（N=7,578）

【⑤防災教育】

避難時に持参したもの

避難する際に現金や携帯電話を持参した人がそれぞれ5割弱、何も持っていかなかった人は2割強であった。
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【問20-1-7】 あなたは津波避難するとき、どのようなものをお持ちになりましたか。
次の中からお選びください。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



41.3 

37.1 

71.6 

74.4 

29.9 

28.1 

58.1 

44.7 

3.2 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80%

1. 地震発生からこれほど早く津波が

来るとは思っていなかった

2. これほど津波が速いとは

思っていなかった

3. これほど津波が高いとは

思わなかった

4. これほど津波が強い威力だとは

思っていなかった

5. 津波が何度も押し寄せるとは

思わなかった

6. これほど長い間、津波が襲い

続けるとは思わなかった

7. これほど内陸まで津波がくるとは

思わなかった

8. これほど奥まで津波が川をつたって

襲うとは思わなかった

9. その他

10. もともと持っていたイメージと

違いはなかった

（N=10,841）

【⑤防災教育】

津波に対するイメージの変化

東日本大震災を受けて、「これほど津波が強い威力だとは思っていなかった」と感じた人が7割強、「これほ
ど津波が高いとは思わなかった」と感じた人が約7割であった。
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【問31】 東日本大震災以前にあなたがお持ちになっていた津波に対するイメージと、
今回の津波ではどのような違いがありましたか。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



52.5 

34.5 

67.4 

30.6 

34.9 

47.3 

47.3 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80%

1. 揺れたらすぐに避難する

2. 「津波てんでんこ」を徹底する

3. 家族と避難について話し合っておく

4. 想定にとらわれない行動を取る

5. 1度避難しても、可能な限り

安全な場所を目指す

6. 1度避難したら津波警報が解除されるまで自

宅に戻らない、家族を探しに行かない

7. 過去の津波の記憶・教訓を後世に語り継ぐ

8. その他

（N=10,576）

【⑤防災教育】

東日本大震災を踏まえて教訓とすべきこと

東日本大震災を踏まえた教訓として、家族と避難について話し合うことが7割弱、揺れたらすぐに避難するこ
とが5割強、警報解除まで自宅に戻るなどしないこと・過去の記憶・教訓を後世に語り継ぐことが5割弱で
あった。
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【問33】 東日本大震災を踏まえて教訓とすべきことは何ですか。（○はいくつでも）

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験


